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国や自治体の税収の中で不動産税制は
大きな比重を占めるが、
マーケットへの影響力も大きい。
デフレからの確実な脱却と
持続的な経済成長に向けて正念場にあるなか、
そのあり方を改めて考えることが重要だ。
世界からも多くの投資を呼び込めるような
都市とまちづくりを実現し、
生産性の向上や経済の好循環の
実現を図っていくために、
複雑な体系を持つ不動産税制の
新たな方向性を探る。
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少
子
化・高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少
を
迎
え
た
わ
が
国
で
は
、

デ
フ
レ
か
ら
の
確
実
な
脱
却
と
と
も
に
、

持
続
可
能
な
経
済
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
経
済
社
会
を
支
え
る
の
は
、財
政
の
基
礎
と
な
る
税
収
だ
。

な
か
で
も
不
動
産
税
制
は
、重
要
な
税
制
で
あ
る
と
同
時
に
、

民
間
に
と
っ
て
は
優
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
誘
引
す
る
要
因
に
な
っ
て
き
た
。

い
ま
、ま
ち
づ
く
り
は
大
規
模
災
害
に
備
え
た
老
朽
建
物
の
更
新・再
生
や
、

都
市
の
国
際
競
争
力
強
化
と
いっ
た
新
た
な
あ
り
方
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の
創
造
に
資
す
る

新
た
な
土
地・不
動
産
税
制
の
あ
り
方
に
つ
い
て
研
究
す
る

横
浜
国
立
大
学
教
授
の
岩
﨑
政
明
氏
と
、

ニッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
の
篠
原
二
三
夫
氏
に
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
。

税
を
め
ぐ
る
わ
が
国
の
現
状

岩
﨑　

国
家
財
政
を
支
え
る
税
は
、
社
会
経

済
の
動
向
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
わ

が
国
は
い
ま
、
少
子
化
・
高
齢
化
を
伴
う
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
と
い
う
大
き
な
変
動
を

迎
え
て
い
ま
す
。生
産
年
齢
人
口
の
減
少
は
、

わ
が
国
の
税
収
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と

見
ら
れ
、
当
面
の
税
収
を
増
や
す
こ
と
を
難

し
く
し
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
の
税
制
は
「
直
接
税
中
心
主
義
」

を
採
っ
て
お
り
、
直
接
税
の
所
得
税
と
法
人

税
が
税
収
の
中
心
を
占
め
ま
す
。直
接
税
は
、

個
人
所
得
や
法
人
所
得
に
直
接
課
せ
ら
れ
ま

す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
生
産
年
齢
人
口
が
減
少

す
れ
ば
、
お
の
ず
と
減
っ
て
い
き
ま
す
。
法

人
税
に
つ
い
て
は
、
い
ま
の
と
こ
ろ
は
景
気

上
昇
に
よ
っ
て
漸
増
傾
向
で
す
。
た
だ
し
、

法
人
税
は
企
業
立
地
を
め
ぐ
る
国
際
競
争
の

観
点
か
ら
表
面
税
率
を
下
げ
る
改
革
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
増
収
は
見
込
み
に

く
い
で
し
ょ
う
。

　

税
収
の
大
き
い
間
接
税
の
消
費
税
は
、
今

後
、増
税
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

経
済
を
維
持
す
る
観
点
か
ら
見
る
と
、
税
率

の
引
き
上
げ
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
の
税
収
も
、
国
と
同
様
に
増

収
が
見
込
み
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
市
町

村
の
税
収
は
住
民
税
と
固
定
資
産
税
が
大
き

な
比
率
を
占
め
ま
す
。
と
こ
ろ
が
居
住
人
口

が
減
り
、
住
宅
所
有
者
数
も
減
っ
て
い
る
た

め
に
住
民
税
収
、
固
定
資
産
税
収
が
と
も
に

減
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
道
府
県
は
法
人

事
業
税
に
税
収
の
多
く
を
頼
っ
て
い
ま
す

が
、
地
方
で
は
事
業
者
の
数
が
減
少
し
て
お

り
、
こ
ち
ら
も
税
収
が
減
っ
て
い
ま
す
。

税
と
ま
ち
づ
く
り
の
未
来

篠原二三夫（しのはら ふみお）
ニッセイ基礎研究所社会研究部土地・住宅政策室長・上席研究員

1975年上智大学文学部教育学科心理学専攻卒業。1975年～ 1990
年丸紅海外開発建設部勤務、海外建設・不動産事業を担当。1990年
ニッセイ基礎研究所入社、都市開発部副主任研究員、1993年同主任
研究員、2001年より社会研究部上席研究員。2004年より土地・住宅政
策室長。主な著作に『不動産証券化入門」（1999年、シグマベイスキャ
ピタル、共著）、『固定資産税を取り戻せ』（2016年、毎日新聞出版、一部
執筆）など多数。

岩﨑政明（いわさき まさあき）
横浜国立大学国際社会科学研究院（法科大学院専任）教授

1978年筑波大学第1学群社会学類法学専攻卒業。1984年筑波大学大
学院社会科学研究科博士課程修了（法学博士）。1993年横浜国立大
学経済学部経済法学科助教授。1997年横浜国立大学経済学部・国際
経済法学研究科教授就任。1998年連合王国ロンドン大学客員研究員。
1999年～2000年ハーバード・ロー・スクール客員研究員。2007年横浜国
立大学大学院国際社会科学研究科法曹実務専攻長などを経て、2011
年横浜国立大学大学院国際社会科学研究院(法曹実務専攻)教授就
任（現任）。2015年～2016年国土交通省・固定資産税に係る有識者検
討会委員、2017年総務省/資産評価システム研究センター・固定資産税
制度に関する調査研究委員会委員長。近著に『租税訴訟における要件
事実論の展開』（2016年、青林書院）、『税法用語辞典（九訂版）』（2016
年、大蔵財務協会）など多数。

巻 頭 対 談

横
浜
国
立
大
学
国
際
社
会
科
学
研
究
院
（
法
科
大
学
院
専
任
）
教
授

岩
﨑
政
明
氏

ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
社
会
研
究
部
土
地
・
住
宅
政
策
室
長
・
上
席
研
究
員

篠
原
二
三
夫
氏
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篠
原　

岩
﨑
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、

税
収
に
対
す
る
人
口
減
少
の
影
響
は
長
期
的

に
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
短
期
的

に
は
思
っ
た
よ
り
も
所
得
税
の
減
少
は
生
じ

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
生
産
年

齢
人
口
の
大
幅
減
少
に
対
し
て
就
業
人
口
が

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
景
気

の
回
復
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

わ
が
国
の
生
産
年
齢
人
口
と
就
業
人
口
の

推
移
を
見
る
と
、
生
産
年
齢
人
口
は
過
去
20

年
間
に
１
０
０
０
万
人
も
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
就
業
人
口
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
む

し
ろ
増
え
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
背
景
に

は
、
定
年
制
の
延
長
や
、
女
性
の
就
業
者
数

の
増
加
が
あ
り
ま
す
。
日
本
は
、
先
進
国
の

中
で
も
、女
性
の
就
業
率
が
徐
々
に
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
６
年
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
統
計

で
は
、
加
盟
国
の
女
性
の
就
業
参
加
率
は
平

均
63
・
6
％
で
す
が
、
日
本
の
女
性
の
就
業

参
加
率
は
68
・
1
％
で
平
均
を
上
回
っ
て
い

ま
す
。
高
齢
者
の
就
業
率
も
高
ま
っ
て
い
ま

す
。
同
じ
く
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
統
計
に
よ
る
と
高

齢
者
の
就
業
率
は
日
本
が
22
・
3
％
で
、
米

国
は
18・6
％
、イ
ギ
リ
ス
は
10
・
6
％
、
イ
タ

リ
ア
は
3
・
9
％
、
フ
ラ
ン
ス
は
2
・
8
％
で
す
。

日
本
の
経
済
運
営
に
は
女
性
や
高
齢
者
が
か

な
り
貢
献
し
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　

所
得
税
・
法
人
税
は
、
景
気
に
よ
る
影
響

が
大
き
い
税
で
す
。
法
人
税
に
つ
い
て
は
税

率
が
総
じ
て
20
％
台
に
な
っ
た
と
い
う
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
効
果
も
あ
っ
て
、
新
規
に
起
業

す
る
法
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ネ
ス
が

活
性
化
し
て
収
益
が
増
加
す
れ
ば
、
徐
々
に

税
収
も
増
え
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

少
子
化
・
高
齢
化
を
伴
う
人
口
減
少
が
進

む
わ
が
国
は
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ

く
り
と
と
も
に
、
子
育
て
し
や
す
い
社
会
、

高
齢
者
が
働
け
る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
が
税
収
増
に
も

貢
献
し
ま
す
。
女
性
や
高
齢
者
が
働
き
や
す

く
な
る
た
め
に
は
、
家
庭
で
の
時
間
を
増
や

せ
る
職
住
近
接
や
、
家
族
間
で
介
護
や
子
育

て
の
協
力
を
得
や
す
い
近
居
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
を
叶
え
て
い
く
に
は
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
化
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
に

な
り
ま
す
。
当
然
、
ま
ち
づ
く
り
を
誘
導
し

て
い
く
税
制
、
と
り
わ
け
不
動
産
税
制
の
新

た
な
あ
り
方
が
問
わ
れ
ま
す
。

不
動
産
税
制
の
改
革
に
向
け
て

岩
﨑　

不
動
産
に
対
す
る
課
税
は
、
相
続
、

売
買
、
保
有
に
か
か
る
税
な
ど
多
種
多
様
で

す
。
不
動
産
は
さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

多
重
的
か
つ
確
実
に
課
税
で
き
る
た
め
、
課

税
対
象
に
適
し
て
お
り
、
わ
が
国
の
み
な
ら

ず
、世
界
中
で
税
の
基
幹
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
り
わ
け
、
わ
が
国
で
は
多
く
の
人
が
不
動

産
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
、
不
動

産
所
有
率
は
諸
外
国
よ
り
高
い
水
準
で
す
。

そ
う
す
る
と
、
課
税
対
象
が
次
第
に
限
ら
れ

て
い
く
時
代
に
あ
っ
て
は
、
課
税
対
象
と
し

て
の
不
動
産
の
重
要
性
は
い
や
増
し
て
い
き

ま
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
不
動
産
税
制

に
は
な
お
さ
ら
改
革
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
不
動
産
か
ら
効
率
的
に
税
収
を
上
げ

る
た
め
に
も
、
不
動
産
に
関
わ
る
経
済
活
動

を
阻
害
す
る
よ
う
な
税
を
統
廃
合
す
べ
き
で

す
。
改
革
す
べ
き
税
と
し
て
、
不
動
産
流
通

税
を
挙
げ
ま
す
。

　

不
動
産
流
通
税
に
は
、
印
紙
税
、
登
録
免

許
税
、
不
動
産
取
得
税
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

税
は
、
取
引
行
為
が
国
家
に
管
理
・
規
制
さ

人口減少が進むわが国で、
女性や高齢者が働きやすくなるためには、

コンパクトシティ化などのまちづくりが重要になります。
当然、まちづくりを誘導していく税制、

とりわけ不動産税制の新たなあり方が問われます。

不動産税制にはさらなる改革が求められると思います。
不動産から効率的に税収を上げるためにも、

不動産に関わる経済活動を阻害するような税を
統廃合すべきです。

改革すべき税として、不動産流通税を挙げます。
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上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
税
収
を
増
や
す

べ
き
で
す
。
ま
た
、
改
革
の
方
向
が
な
い
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

不
動
産
市
場
と
税
制

篠
原　

大
都
市
、
と
り
わ
け
東
京
の
不
動
産

市
場
は
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
を
控
え
て
、

短
期
的
に
は
好
調
で
す
。
東
京
を
含
め
た
大

都
市
に
つ
い
て
は
、
国
家
戦
略
特
区
等
に
よ

る
規
制
改
革
を
さ
ら
に
進
め
て
、
経
済
活
動

を
活
発
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

地
方
の
不
動
産
市
場
も
、
地
方
創
生
事
業

が
展
開
さ
れ
る
中
で
活
性
化
し
つ
つ
あ
る
気

が
し
ま
す
。
例
え
ば
、
人
口
数
百
～
数
千
人

程
度
の
小
さ
な
自
治
体
が
情
報
発
信
を
始
め

た
と
こ
ろ
、
観
光
資
源
が
掘
り
起
こ
さ
れ
て

観
光
客
の
み
な
ら
ず
移
住
者
が
増
え
た
と
い

う
事
例
が
出
て
い
る
よ
う
で
す
。
不
動
産
取

引
が
増
え
て
地
価
が
少
し
で
も
上
が
る
と
、

流
通
コ
ス
ト
の
負
担
感
が
下
が
り
、
さ
ら
に

取
引
量
が
増
え
ま
す
。
す
る
と
、
空
き
家
や

空
き
地
の
活
用
や
処
分
も
容
易
に
な
り
ま

す
。
い
ま
、
地
方
の
不
動
産
市
場
は
従
来
に

は
な
か
っ
た
良
い
方
向
に
最
初
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
と
見
て
い
ま
す
。

岩
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地
方
で
も
集
中
と
分
散
が
進
み
、
中

核
都
市
に
は
あ
る
程
度
人
が
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
基
礎

自
治
体
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
は
大
き
な

課
題
で
す
。
そ
の
よ
う
な
地
域
の
税
収
を
、

市
町
村
で
あ
れ
ば
住
民
税
と
固
定
資
産
税
、

れ
て
い
た
古
い
時
代
の
仕
組
み
で
あ
り
、
自

由
主
義
経
済
で
は
そ
の
役
割
を
終
え
た
と
思

い
ま
す
。
応
益
課
税※

の
観
点
で
見
て
も
不
都

合
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
不
動
産
の
売
買

契
約
に
か
か
る
印
紙
税
は
、
対
象
と
な
る
不

動
産
の
価
格
に
応
じ
た
比
率
の
印
紙
を
契
約

書
に
貼
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。本
来
、

印
紙
は
契
約
を
公
的
に
証
明
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
不
動
産
価
格
の
高
低
で
そ
の
効
力

が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
契
約
の
公
的
証
明
の
手
数
料
に
相
当
す

る
印
紙
税
額
で
よ
い
は
ず
で
す
。
ま
た
、
国

税
の
登
録
免
許
税
も
、
取
引
価
格
が
課
税
標

準
に
な
っ
て
い
て
、
取
引
価
格
が
高
い
ほ
ど

税
金
が
高
く
な
る
構
造
で
す
。
し
か
し
、
こ

ち
ら
も
建
物
価
値
の
高
低
に
よ
っ
て
登
記
の

対
抗
力
が
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
登

記
事
務
の
負
担
も
同
じ
で
す
。し
た
が
っ
て
、

登
録
免
許
税
は
一
定
の
手
数
料
の
か
た
ち
で

い
い
と
思
い
ま
す
。
都
道
府
県
税
の
不
動
産

取
得
税
は
、
不
動
産
を
取
得
し
た
と
い
う
行

為
に
課
税
さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
も
不
合
理
で

す
。
不
動
産
の
取
得
時
点
で
は
、
所
在
す
る

都
道
府
県
か
ら
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い

ま
せ
ん
。
応
益
課
税
の
観
点
か
ら
も
ふ
さ
わ

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
応
益
課
税
に
は
固
定
資
産
税
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
そ
ち
ら
に
統
合
す
べ
き
で
す
。

　

不
動
産
流
通
税
は
、
地
方
自
治
体
の
公
的

証
明
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
し
て
も
、

そ
れ
は
手
数
料
で
済
む
は
ず
で
す
。
不
動
産

価
格
と
連
動
さ
せ
る
必
要
は
な
く
、
む
し
ろ

連
動
さ
せ
る
こ
と
で
不
合
理
が
生
じ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
本
来
は
消
費
税
や
固
定
資
産
税

に
統
合
す
べ
き
で
す
。そ
れ
が
難
し
け
れ
ば
、

手
数
料
の
よ
う
に
定
額
を
徴
収
す
れ
ば
十
分

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

篠
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わ
が
国
の
不
動
産
に
対
す
る
税
収
比

率
は
、
O
E
C
D
各
国
と
比
べ
る
と
、
イ

ギ
リ
ス
を
超
え
る
比
率
に
な
っ
て
い
ま
す

し
、
ア
メ
リ
カ
に
も
匹
敵
す
る
状
況
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
不
動
産
を
所
有
・
運
用
す
る
資
本

コ
ス
ト
は
利
子
費
用
と
償
却
費
用
、
実
効
税

率
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。
利
子
費
用
に
つ
い

て
は
、
日
銀
の
金
融
緩
和
に
よ
っ
て
低
下
し

て
い
ま
す
が
、
金
融
緩
和
も
い
つ
か
は
出
口

を
迎
え
ま
す
。
す
で
に
米
国
は
政
策
金
利
を

徐
々
に
引
き
上
げ
て
い
ま
す
。
も
し
も
、
現

状
に
お
い
て
、
利
子
費
用
に
加
え
、
税
負
担

も
増
し
て
し
ま
え
ば
、
不
動
産
の
運
用
は
厳

し
く
な
り
ま
す
。

　

現
在
の
わ
が
国
の
不
動
産
市
場
は
上
昇
に

転
じ
た
ば
か
り
で
す
。公
示
地
価
を
見
る
と
、

全
国
の
商
業
地
の
上
昇
率
は
２
０
１
５
年
に

マ
イ
ナ
ス
を
脱
し
、
住
宅
地
は
今
年
に
な
っ

て
よ
う
や
く
0
％
に
な
り
ま
し
た
。
不
動
産

の
所
有
・
運
用
に
や
っ
と
光
明
が
差
し
始
め

た
と
こ
ろ
で
す
。
O
E
C
D
諸
国
の
住
宅

価
格
と
不
動
産
保
有
税
（
固
定
資
産
税
）
の

関
係
を
見
る
と
、
概
ね
逆
相
関
を
示
し
て
い

ま
す
。
税
負
担
の
上
昇
は
住
宅
価
格
、
不
動

産
価
格
に
も
負
の
影
響
が
あ
る
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
ま
す
。
私
は
、
経
済
が
盤
石
に
な
る

ま
で
も
う
少
し
様
子
を
見
て
、
税
負
担
を
抑

え
て
現
在
の
資
本
コ
ス
ト
を
維
持
し
た
ほ
う

が
い
い
と
思
い
ま
す
。

岩
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篠
原
さ
ん
が
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
わ

が
国
の
不
動
産
に
対
す
る
租
税
負
担
は
、
国

際
的
に
見
て
も
重
い
ほ
う
で
す
。
不
動
産

は
、
国
や
自
治
体
に
と
っ
て
頼
り
に
な
る
税

収
源
で
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
地
価
を

都
道
府
県
で
あ
れ
ば
事
業
税
だ
け
で
維
持
で

き
る
か
ど
う
か
、
わ
た
し
は
非
常
に
疑
問
に

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
経
済
の
活
性
化
が
急
務
で
す
。
市
町
村

の
独
自
性
を
生
か
し
た
観
光
や
産
業
の
育
成

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
将
来
、
消
費
税
の
税
率

を
引
き
上
げ
る
時
に
は
、
都
道
府
県
と
と
も

に
基
礎
自
治
体
の
税
収
に
充
て
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
何
の
措
置
も
講
じ
な
け
れ

ば
、
結
果
的
に
課
税
し
や
す
い
不
動
産
に
対

す
る
税
率
が
高
く
な
り
、
納
税
者
が
負
担
で

き
な
い
状
況
に
な
り
そ
う
で
す
。

固
定
資
産
税
の
改
革
に
向
け
て

篠
原　

固
定
資
産
税
の
税
額
は
、
課
税
標
準

額
に
1
・
4
％
の
標
準
税
率
を
乗
じ
て
算
出

さ
れ
ま
す
。
課
税
標
準
額
は
、
地
方
税
法
の

固
定
資
産
評
価
基
準
に
基
づ
く
「
時
価
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
１
９
８
０
年
代

の
土
地
高
騰
期
に
は
こ
の
「
時
価
」
が
低
す

ぎ
る
と
の
批
判
が
あ
り
、
１
９
９
４
年
に
課

税
標
準
額
（
時
価
）を
公
示
地
価
の
7
割
と

す
る
変
更
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

不
動
産
所
有
者
の
税
負
担
は
相
当
に
増
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
7
割
評
価
の
導
入
以

降
、
バ
ブ
ル
崩
壊
の
影
響
も
あ
っ
て
、
地
方

税
の
中
で
も
固
定
資
産
税
の
滞
納
が
増
え
ま

し
た
。
滞
納
額
の
ピ
ー
ク
で
あ
っ
た

２
０
０
２
年
に
は
地
方
税
全
体
で
約
２
・

３
兆
円
の
滞
納
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
固
定
資

産
税
の
滞
納
額
は
約
８
９
０
０
億
円
と
約
４

割
に
上
り
ま
し
た
。
当
時
、
固
定
資
産
税
の

滞
納
額
は
個
人
住
民
税
を
上
回
っ
て
最
大
の

割
合
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
固
定
資

産
税
の
負
担
の
限
界
を
示
し
た
と
い
え
ま

す
。
最
近
に
な
っ
て
滞
納
額
は
減
っ
て
い
ま

巻 頭 対 談

※
租
税
原
則
の
一
つ
。
応
益
課
税
は
各
々
が
公
的

サ
ー
ビ
ス
か
ら
受
け
る
便
益
に
応
じ
て
課
税
す
べ

き
と
す
る
考
え
方
、
こ
れ
に
対
し
各
々
の
負
担
能

力
（
担
税
力
）
に
応
じ
て
課
税
す
る
の
が
適
当
と

す
る
応
能
課
税
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
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ま
し
い
で
し
ょ
う
。
都
市
や
地
域
に
よ
っ
て

は
、
特
区
を
定
め
て
、
税
額
の
実
情
に
合
わ

せ
た
税
率
な
り
評
価
基
準
を
適
用
す
る
と

い
っ
た
制
度
設
計
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
特
区

な
ら
で
は
の
優
遇
や
評
価
基
準
を
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
す
る
こ
と
で
、
金
融
機
能
強
化
や

産
業
誘
致
を
行
う
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
れ

ば
、
経
済
の
活
性
化
が
見
込
め
ま
す
。
将
来

の
税
収
増
も
期
待
で
き
る
で
し
ょ
う
。

篠
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か
つ
て
英
国
で
は
住
宅
が
空
き
家
に

な
る
と
、
固
定
資
産
税
と
住
民
税
の
位
置
づ

け
を
持
っ
た
「
カ
ウ
ン
シ
ル
タ
ッ
ク
ス
」
が

非
課
税
扱
い
に
な
る
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。

税
金
が
取
れ
な
い
た
め
、
地
方
自
治
体
職
員

は
空
き
家
対
策
を
真
剣
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
し
た
。
自
治
体
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
り
ま

す
が
、
今
で
も
2
年
以
上
の
空
き
家
に
対
し

て
は
50
％
ま
で
し
か
課
税
で
き
な
い
た
め
、

空
き
家
対
策
に
は
余
念
が
な
い
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
わ
が
国
で
も
２
０
１
５
年
に
空
き

家
対
策
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
、
市
町
村

に
は
空
き
家
対
策
計
画
の
作
成
と
実
施
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
施
策
が
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
れ
ば
、
納
税
者
の
理

解
を
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
市
町
村
は
、
景
気
の
影
響
を

受
け
や
す
い
所
得
税
や
住
民
税
よ
り
も
、

安
定
的
な
固
定
資
産
税
に
頼
っ
て
い
た
面

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
本
来
は
応
益

的
で
あ
る
べ
き
固
定
資
産
税
が
応
能
課
税

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
地
方
自
治

体
が
住
民
の
理
解
と
参
画
を
得
て
積
極
的

に
地
域
の
価
値
を
上
げ
る
政
策
を
行
う
こ

と
は
、
固
定
資
産
税
の
応
益
性
を
取
り
戻

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

岩
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経
済
学
で
は
、
受
益
と
負
担
が
見
え

す
が
、
ま
だ
地
方
税
全
体
で
１
・
２
兆
円
、

固
定
資
産
税
は
約
３
９
０
０
億
円
が
滞
納
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

公
示
地
価
が
上
昇
に
転
じ
た
と
は
い
え
、

本
当
の
意
味
で
の
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
は
こ

れ
か
ら
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
２
０
１
９
年

10
月
か
ら
消
費
税
の
増
税
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
０
１
８
年
度
に
は
固
定
資
産
税
の

評
価
替
え
が
行
わ
れ
ま
す
。
現
状
で
は
不
動

産
に
対
す
る
負
担
が
増
え
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
が
、
最
重
要
か
つ
的
確
な
政
策
対
応
だ

と
私
は
考
え
ま
す
。

岩
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い
ま
は
、
単
に
税
率
を
上
げ
た
り
、

課
税
ベ
ー
ス
を
広
げ
た
り
、
税
目
を
増
や
す

こ
と
で
人
々
の
負
担
だ
け
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
の
固

定
資
産
税
は
、
住
民
が
負
担
し
き
れ
る
限
界

に
達
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
負
担

を
求
め
れ
ば
滞
納
が
増
え
て
、
税
に
対
す
る

信
頼
が
薄
れ
、
租
税
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
な

く
な
る
部
分
が
生
じ
ま
す
。
固
定
資
産
税
の

増
収
を
望
む
な
ら
、
人
々
が
そ
の
地
域
に
住

む
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
よ
う
な
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
べ
き
で
す
。
地
域
の
価
値
が
高

ま
っ
た
こ
と
を
実
感
す
れ
ば
、
人
々
は
相
応

の
税
負
担
に
納
得
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

い
ま
、
地
価
は
長
い
低
迷
を
脱
し
、
よ
う

や
く
上
昇
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
中

核
都
市
は
経
済
も
地
価
も
好
調
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
、
固
定
資
産
税

を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
に
は
、
せ
っ
か
く

上
昇
し
て
き
た
経
済
と
地
価
を
腰
折
れ
さ
せ

な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
２
０
１
８
年

度
に
は
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
の
評
価

替
え
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
特
例
措
置

等
に
よ
っ
て
地
価
が
上
昇
し
た
地
方
中
核
都

市
の
よ
う
な
地
域
に
お
い
て
固
定
資
産
税
の

税
額
が
大
き
く
増
え
な
い
よ
う
な
措
置
が
望

や
す
い
地
方
税
は
応
益
課
税
で
あ
る
べ
き

だ
、
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
特
に
固
定
資
産

税
の
よ
う
な
不
動
産
保
有
税
は
、
応
益
的
な

側
面
が
強
い
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

地
方
税
法
が
固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額
は

「
時
価
」
に
よ
る
、
と
定
め
た
た
め
に
、
法

律
上
は
応
能
税
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
結
果
と
し
て
、
地
価
が
高
い
と
税
負
担

が
重
く
な
り
、
地
価
が
低
い
と
税
負
担
が
少

な
く
な
る
応
能
的
な
税
に
な
り
ま
し
た
。
固

定
資
産
税
は
応
益
的
で
あ
る
べ
き
な
の
に
、

実
際
は
応
能
的
だ
と
い
う
歪
み
が
あ
っ
た
わ

け
で
す
。
租
税
は
、
納
税
者
か
ら
納
得
さ
れ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
固
定
資
産
税
の
応
益

性
を
担
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
町
村
が
ま

ち
づ
く
り
を
行
い
、
地
域
の
価
値
を
高
め
る

と
い
っ
た
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
市
町
村

が
不
動
産
の
所
有
者
に
提
供
し
て
い
る
便
益

を
明
確
に
測
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
地

域
の
価
値
が
高
ま
れ
ば
、
納
税
者
の
固
定
資

産
税
に
対
す
る
理
解
を
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

　

な
お
、
固
定
資
産
税
の
時
価
評
価
に
つ
い

て
は
、
改
革
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ

け
建
物
の
時
価
評
価
に
は
課
題
が
あ
り
ま

す
。
固
定
資
産
税
の
課
税
客
体
は
土
地
、
建

物
（
家
屋
）、
償
却
資
産
の
三
つ
が
あ
っ
て
、

課
税
標
準
は
す
べ
て
「
時
価
」
で
評
価
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
償
却
資
産
は
、
減

価
を
適
用
す
る
か
た
ち
で
「
時
価
」
が
き
ち

ん
と
測
定
さ
れ
ま
す
。
土
地
に
つ
い
て
も
、

近
傍
類
似
の
取
引
価
格
を
ベ
ー
ス
に
し
た
金

額
に
一
定
の
調
整
を
加
え
た
も
の
が「
時
価
」

と
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
、
建
物
の
評
価

に
は
算
定
に
不
透
明
な
部
分
が
あ
っ
て
、
明

確
な
意
味
で
は
取
引
価
格
を
反
映
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
実
に
は
、
再
建
築
価

公示地価が上昇に転じたとはいえ、
本当の意味でのデフレからの脱却はこれからです。

現状では不動産に対する負担が
増えないようにすることが、

最重要かつ的確な政策対応だと
私は考えます。
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物
の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
な
く
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
現
在
の
固

定
資
産
税
制
で
は
、
建
物
の
耐
震
性
や
省

エ
ネ
性
能
と
い
っ
た
長
期
的
か
つ
公
益
的

な
側
面
を
評
価
し
た
減
税
は
１
年
だ
け
で
、

恒
久
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
に

は
建
物
評
価
自
体
を
下
げ
る
な
ど
、
建
物

更
新
を
促
す
よ
う
な
固
定
資
産
税
の
抜
本

的
な
改
革
が
必
要
で
す
。

不
動
産
税
制
と

ま
ち
づ
く
り
手
法

篠
原　

ま
ち
づ
く
り
と
不
動
産
税
制
に
つ
い

て
は
、
欧
米
の
Ｔ
Ｉ
Ｆ
（T

ax Increm
ent 

Financing

）
が
参
考
に
な
り
ま
す
。
Ｔ
Ｉ

Ｆ
は
、
地
域
開
発
等
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
際
の
資
金
調
達
手
法
で
す
。
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
こ
と
で
見
込
む
税
収
増
を
裏

付
け
と
し
た
債
券
を
発
行
し
、
投
資
家
か

格
方
式
と
い
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
調
整
項
目

を
使
っ
て
計
算
さ
れ
る
価
値
を
「
時
価
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
建
物
の
ほ
と

ん
ど
は
古
く
な
っ
て
も
時
価
が
下
が
り
ま
せ

ん
。
そ
の
結
果
、
土
地
部
分
に
対
す
る
税
負

担
に
比
べ
て
、
建
物
部
分
に
対
す
る
税
負
担

の
ほ
う
が
重
く
な
る
場
合
が
出
て
き
ま
す
。

こ
の
点
を
鑑
み
る
と
、
建
物
の
評
価
方
法
は

根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。

篠
原　

建
物
に
対
す
る
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
は
、
建
物
の
更
新
の
観
点
か
ら
減
税

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ミ
ク
ロ
経
済
学

で
は
、
建
物
課
税
を
止
め
た
ほ
う
が
更
新

投
資
を
促
す
効
果
が
高
ま
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
建
物
が
償
却
資
産
の
よ
う
に
き
ち

ん
と
減
価
さ
れ
な
い
と
、
建
物
の
更
新
が

困
難
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

更
新
が
進
ま
な
け
れ
ば
、
長
期
的
に
は
建

ら
資
金
を
調
達
し
ま
す
。
特
に
、
行
政
と

企
業
が
協
働
し
て
行
う
公
共
用
地
の
活
用

や
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
使
用

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
ア
メ
リ
カ
で
は
多

く
の
自
治
体
が
頻
繁
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｉ
Ｆ
を
用
い
れ
ば
、
ま
ち
づ
く
り
に
あ

た
っ
て
の
住
民
負
担
は
少
な
く
な
り
ま
す
。

自
治
体
に
と
っ
て
も
、
地
域
の
価
値
が
上

が
る
こ
と
で
、
固
定
資
産
税
や
事
業
税
の

増
収
が
見
込
め
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
、
税
制
や
地
方
債
の
制
度

な
ど
の
変
更
を
要
す
る
た
め
、
Ｔ
Ｉ
Ｆ
の

導
入
は
す
ぐ
に
は
難
し
い
で
し
ょ
う
が
、

そ
れ
に
替
わ
る
も
の
と
し
て
Ｂ
Ｉ
Ｄ

（Business Im
provem

ent D
istrict

）

が
あ
り
ま
す
。
Ｂ
Ｉ
Ｄ 

は
、
Ｔ
Ｉ
Ｆ
よ
り

も
規
模
の
小
さ
い
特
定
エ
リ
ア
を
対
象
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
と
資
金
調
達
の
手
法
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
清
掃
や
防
犯
活
動
、
イ
ベ
ン

ト
開
催
な
ど
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

行
っ
て
エ
リ
ア
の
付
加
価
値
を
高
め
、
エ
リ

ア
の
不
動
産
所
有
者
か
ら
賦
課
金
を
徴
収
し

ま
す
。
そ
の
賦
課
金
を
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
活
動
原
資
と
す
る
も
の
で
す
。
わ
が
国

の
類
似
事
例
と
し
て
は
、
東
京
の
丸
の
内
仲

通
り
な
ど
の
大
丸
有
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
全
国
各
地
で

Ｂ
Ｉ
Ｄ
の
よ
う
に
自
治
体
と
市
民
と
企
業
が

協
力
し
て
地
域
の
価
値
を
高
め
る
活
動
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

岩
﨑　

Ｔ
Ｉ
Ｆ
は
よ
り
良
い
住
宅
・
環
境
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
る
建
設
国
債

的
な
性
格
を
持
っ
た
地
方
債
と
考
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
建
設
国
債
は
、
イ
ン
フ
ラ
整

備
が
将
来
世
代
に
も
恩
恵
が
あ
る
と
し
て
発

行
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
し
た
が
っ
て
、

他
の
地
方
債
と
区
別
し
て
考
え
れ
ば
、
Ｔ
Ｉ

Ｆ
を
導
入
す
る
方
法
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
め
て
ま

ち
づ
く
り
に
努
め
た
結
果
、「
多
く
の
人
々

が
そ
こ
に
住
む
よ
う
に
な
り
、
固
定
資
産
税

な
ど
の
税
収
が
増
え
る
」
と
い
う
確
実
な
見

通
し
が
な
け
れ
ば
、
将
来
の
住
民
に
負
債
を

押
し
つ
け
る
だ
け
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
も

ち
ろ
ん
、
世
界
的
な
低
金
利
と
運
用
難
の
中

に
あ
っ
て
、
機
関
投
資
家
は
世
界
中
で
運
用

先
を
求
め
て
い
ま
す
。
わ
が
国
の
Ｔ
Ｉ
Ｆ
的

な
地
方
債
に
も
需
要
が
見
込
め
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
ま
た
、不
動
産
投
資
法
人（
Ｊ
リ
ー

ト
）
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
、
投
資
法
人
が

ま
ち
づ
く
り
を
担
い
、
ま
ち
づ
く
り
で
得
ら

れ
た
不
動
産
の
運
用
収
益
を
パ
ス
ス
ル
ー
で

投
資
家
に
還
元
す
る
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
実
際
、
空
港
施
設
に
民
間

投
資
を
導
入
し
た
と
こ
ろ
、
空
港
が
楽
し
い

場
所
に
な
っ
た
、
価
値
が
上
が
っ
た
と
い
う

事
例
が
あ
り
ま
す
。

篠
原　

国
土
交
通
省
で
は
、
イ
ン
フ
ラ
フ
ァ

ン
ド
や
地
方
の
活
性
化
の
た
め
の
不
動
産
証

券
化
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
等
に
つ

い
て
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
は
、
こ
う
し
た
手
法
に
よ
る
地
方
の

活
性
化
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
も
自
治
体
は
投
資
や
寄
付
を
し
て
く

れ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を
求
め
な
が
ら
、
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
す
。
そ
れ
が
国
内
外
の
人
々
や
資

金
を
呼
び
込
み
、
ま
ち
の
活
性
化
、
ひ
い

て
は
経
済
活
動
を
高
め
、
不
動
産
か
ら
の

税
収
を
増
や
し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
と
税

が
循
環
す
る
仕
組
み
が
実
現
で
き
る
と
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

巻 頭 対 談

固定資産税の増収を望むなら、
人々がその地域に住むことに喜びを

感じるようなまちづくりを進めるべきです。
地域の価値が高まったことを実感すれば、

人々は相応の税負担に
納得すると思います。

FORE105_01_05_kantou.indd   5 2017/07/24   11:05



6

ら
の
効
用
は
ト
レ
ー
ド
オ
フ（
二
律
背
反
）

の
関
係
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。例
え

ば
、装
飾
を
多
く
施
せ
ば
コ
ス
ト
が
上
が
っ

て
し
ま
い
、施
主
の
希
望
を
満
た
さ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
人
間
は
、さ
ま
ざ
ま
な
効

用
の
相
関
関
係
を
把
握
し
つ
つ
、勘
や
経

験
、閃
き
な
ど
を
基
に
、施
主
や
社
会
が
納

得
す
る
と
思
わ
れ
る
建
築
デ
ザ
イ
ン
を
描

け
る
。

　

一
方
の
Ａ
Ｉ
は
、施
主
や
社
会
一
般
の
好

み
に
合
わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
こ
と
は
で

き
な
い
が（
最
適
解
が
複
数
の
た
め
選
べ
な

い
）、建
築
デ
ザ
イ
ン
の
構
成
要
素
で
あ
る

調
和
や
コ
ス
ト
、技
術
の
効
用
を
正
確
に
把

握
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
効
用
を
動
か
し
た
デ

ザ
イ
ン
を
複
数
パ
タ
ー
ン
描
く
こ
と
が
で

き
る
。
あ
た
か
も
、電
卓
に
数
字
を
打
っ
て

計
算
結
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、Ａ
Ｉ
に
さ

ま
ざ
ま
な
効
用
を
入
力
し
て
い
く
こ
と
で

最
適
な
デ
ザ
イ
ン
を
再
現
し
て
く
れ
る
。

ま
た
、完
成
し
た
建
築
デ
ザ
イ
ン
の
効
用

（
美
し
さ
や
コ
ス
ト
）も
検
算
で
き
る
。
こ

う
し
た
特
性
が
あ
る
た
め
、人
工
知
能
研
究

者
は
Ａ
Ｉ
の
こ
と
を
よ
く「
電
卓
」と
呼
ぶ
。

都
市
課
題
と
Ａ
Ｉ
の
活
用

　

電
卓
は
数
字
の
計
算
結
果
を
表
示
す
る

機
械
だ
が
、Ａ
Ｉ
は
現
実
の
事
象
の
計
算
結

果
を
表
示
す
る
機
械
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、

Ａ
Ｉ
は
都
市
課
題
に
つ
い
て
も
計
算
結
果

を
表
示
で
き
る
。

　

防
災
・
減
災
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、交
通

問
題
、快
適
性
の
創
出
、と
い
っ
た
都
市
課

ろ
う
か
。

　

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
一
種
で
あ
る
Ａ
Ｉ

は
、解
答
が
一
つ
し
か
な
い
問
題
に
対
し
て

は
、人
間
を
は
る
か
に
凌
ぐ
解
決
能
力
を
示

す
。
Ａ
Ｉ
が
囲
碁
の
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
勝
て
る
の
は
、相
手
に
勝
つ
と
い
う
一
つ

の
解
答
し
か
な
い
か
ら
だ
。
こ
れ
に
対
し

て
、建
築
デ
ザ
イ
ン
は
、そ
の
建
物
の
美
し

さ
だ
け
で
な
く
、周
辺
と
の
調
和
、コ
ス
ト
、

技
術
、流
行
、な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
効
用
の
相

関
関
係
か
ら
最
適
な
も
の
を
選
択
す
る
必

要
が
あ
る（
多
目
的
最
適
化
問
題
）。
こ
れ

研
究
者
は
Ａ
Ｉ
を
電
卓
と
呼
ぶ

　

先
日
、建
築
家
向
け
の
講
演
会
に
招
か
れ

た
と
こ
ろ
、「
Ａ
Ｉ
は
独
創
的
な
建
築
デ
ザ

イ
ン
を
描
け
る
か
？
」と
質
問
さ
れ
た
。
私

は
、「
Ａ
Ｉ
が
デ
ザ
イ
ン
し
て
も
、そ
れ
は
凡

庸
な
も
の
に
な
る
と
思
う
」と
答
え
た
。
付

け
加
え
る
と
、Ａ
Ｉ
が
独
創
的
な
デ
ザ
イ
ン

を
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
し
て
も
、複
数

パ
タ
ー
ン
を
示
す
形
に
な
り
、そ
の
う
ち
ど

れ
か
を
人
間
が
選
ぶ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

そ
う
な
る
と
、Ａ
Ｉ
が
描
い
た
と
い
え
る
だ

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

題
は
、建
築
デ
ザ
イ
ン
と
同
様
、目
的
と
す

る
効
用
が
複
数
含
ま
れ
、そ
の
効
用
が
ト

レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
に
あ
る
。
例
え
ば
、エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
小
さ
く
す
る（
効
率
を

高
め
る
）と
い
う
課
題
の
場
合
、不
快
さ
を

抑
え
る（
快
適
性
を
高
め
る
）、コ
ス
ト
を
抑

え
る
、複
雑
性
を
抑
え
る
、と
い
っ
た
複
数
の

目
的
が
含
ま
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を

最
小
に
す
る
と
、不
快
さ
、コ
ス
ト
、複
雑
さ

が
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
関
係
で
大
き
く
な
る
と

い
っ
た
こ
と
が
起
き
得
る
。
ま
た
、複
数
の

効
用
を
求
め
よ
う
と
す
る
と
、最
適
解
は
複

数
に
な
る
。
Ａ
Ｉ
は
、効
用
の
ど
れ
か
を
諦

め
て
一
つ
の
最
適
解
を
選
ぶ
こ
と
は
で
き
な

い
が
、複
数
の
最
適
解
を
示
す
こ
と
が
で
き

る
。
複
数
の
最
適
解
を
示
す
手
法
の
一
つ
が

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
だ
。

　

私
の
研
究
分
野
の
一
つ
に
社
会
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン（
マ
ル
チ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）が
あ
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
上
で
簡
単
な
都
市
を
構
成
し
、仮
想
の

人
間
で
あ
る
Ａ
Ｉ（
マ
ル
チ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
）

が
都
市
の
上
で
ど
う
動
く
か
を
再
現
す
る
。

例
え
ば
、津
波
災
害
時
に
、沿
岸
部
の
住
民

が
ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
か
を
再
現
す
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
こ
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
使
う
と
、避
難
経
路
に
河
川

が
あ
る
場
合
、ど
こ
に
橋
を
架
け
れ
ば
多
く

の
人
間
が
避
難
で
き
る
か
が
わ
か
る
。
建
築

コ
ス
ト
を
最
小
に
し
つ
つ
避
難
者
数
を
最
大

に
す
る
橋
の
架
け
方
も
再
現
で
き
る
し
、建

築
コ
ス
ト
を
無
視
し
て
橋
を
架
け
た
際
の

避
難
者
数
の
限
界
値
に
つ
い
て
も
再
現
で

６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
の
成
長
戦
略
「
未
来
投
資
戦
略
２
０
１
７

－Society 5
.0

※
！
の
実
現
に
向
け
た
改
革

－

」
は
、第
４
次
産
業
革
命※
２

（
I
o
T
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、人
工
知
能
、ロ
ボ
ッ
ト
、シ
ェ
ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
等
）

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
や
社
会
生
活
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
社
会
が
抱
え
て
い
る
課
題
を

解
決
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
防
災
・
減
災
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
い
っ
た
都
市
の
課
題
に
つ
い
て
も
、
技
術
の

進
歩
が
著
し
い
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
活
用
し
得
る
。
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
、都
市
の
人
の
動
き
や
交
通
な
ど
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
基
に
し
た
課
題
解
決
を
行
っ
て
い
る
人
工
知
能
学
会
副
会
長
の
野
田
五
十
樹
・
産
業
技
術
総
合
研

究
所
人
工
知
能
研
究
セ
ン
タ
ー
総
括
研
究
主
幹
に
、
都
市
課
題
へ
の
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
聞
い
た
。

都
市
課
題
の
解
決
に
向
け
た

Ａ
Ｉ
の
活
用

  

野
田
五
十
樹
氏

※
１ Society5.0

は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が
す
べ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
繋
が
っ
た
社
会

※
2 

動
力（
蒸
気
機
関
）を
獲
得
し
た
第
１
次
産
業
革
命
か
ら
、動
力
が
革
新
し
た（
電
力・モ
ー
タ
ー
）第
２
次
産
業
革
命
、コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
自
動
化
が
進
ん
だ
第
３
次
産
業
革
命
を
経
て
、自
律
的
な
最
適
化
が
可
能
に
な
る（
大
量
の
情
報
を
基

に
人
工
知
能
が
自
ら
考
え
て
最
適
な
行
動
を
取
る
）社
会
・
経
済
構
造
の
実
現
が
第
４
次
産
業
革
命
と
さ
れ
る（
経
済
産
業

省「
新
産
業
構
造
ビ
ジ
ョ
ン
」
～
第
４
次
産
業
革
命
を
リ
ー
ド
す
る
日
本
の
戦
略
～
中
間
整
理
よ
り
）

国
立
研
究
開
発
法
人
産
業
技
術
総
合
研
究
所 

人
工
知
能
研
究
セ
ン
タ
ー
総
括
研
究
主
幹
、人
工
知
能
学
会
副
会
長
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パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
よ
う
な
大
き
な
イ
ベ
ン

ト
の
際
に
活
用
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

し
て
開
発
中
だ
。
開
発
目
的
は
、混
雑
を
少

な
く
す
る
た
め
の
誘
導
表
示
や
警
備
担
当

者
の
配
置
計
画
の
作
成
の
支
援
だ
。
人
流
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
て
、大
規
模
イ

ベ
ン
ト
の
際
に
ス
ム
ー
ズ
な
人
の
流
れ
を
実

現
で
き
れ
ば
、事
故
防
止
の
み
な
ら
ず
、来

場
者
・
運
営
者
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
に
も
繋
が
る
。

　

人
流
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、福
岡
県
北

九
州
市
で
毎
年
行
わ
れ
る「
関
門
海
峡
花
火

き
る
。
こ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
意
義

は
、災
害
が
起
き
た
時
に
し
か
起
こ
り
え
な

い
現
象
を
再
現
で
き
る
こ
と
、そ
し
て
現
実

に
は
実
験
が
難
し
い
架
橋
を
再
現
で
き
る

こ
と
だ
。
架
橋
の
妥
当
性
を
事
前
に
検
証
で

き
る
。

未
来
の
設
計
を
支
え
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

を
基
に
解
析
を
行
う
Ａ
Ｉ
と
は
志
向
性
が

異
な
る
。
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
Ａ
Ｉ

は
、過
去
の
大
量
の
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
、

人
間
が
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
要
素
や
、現

在
の
情
勢
を
判
断
す
る
も
の
だ
。
現
在
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
い
る
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

（
ニ
ュ
ー
ラ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
）は
、例

え
ば
動
物
の
写
真
を
大
量
に
学
習
し
、写
真

に
映
っ
た
動
物
が
猫
で
あ
る
か
ど
う
か
を

識
別
で
き
る
。
た
だ
し
、こ
れ
は
あ
く
ま
で

過
去
の
蓄
積
を
反
映
し
た
も
の
だ
。

　

こ
れ
に
対
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

対
象
が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
く
か
、そ
の

未
来
を
予
測
で
き
る
。
猫
の
動
き
を
あ
る
程

度
設
計
す
れ
ば
、猫
が
ど
う
動
く
か
を
再
現

で
き
る
。
ど
の
よ
う
に
動
く
か
を
指
し
示
す

こ
と
は
、課
題
解
決
が
求
め
ら
れ
る
現
場
で

は
重
要
な
こ
と
だ
。
ま
た
、シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
た
っ
て
は
、必
ず
し
も
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
必
要
と
し
な
い
。

　

想
定
さ
れ
る
動
き
を
求
め
る
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
、「
人
流
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」が

あ
る
。
2
0
2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

大
会
」に
お
い
て
、

２
０
１
４
年
か
ら

デ
ー
タ
計
測
と
検

証
を
行
っ
て
お

り
、精
度
を
向
上

さ
せ
て
い
る
。
約

70
万
人
も
の
見
物

客
を
集
め
る
関
門

海
峡
花
火
大
会
で

は
、終
了
後
に
Ｊ

Ｒ
門
司
港
駅
に
人

が
集
中
す
る
。
そ

こ
で
、
人
流
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
使
っ
て
、駅
の

ホ
ー
ム
を
混
雑
さ

せ
な
い
よ
う
に
し

つ
つ
、門
司
駅
周

辺
の
渋
滞
を
少
な

く
す
る
誘
導
方
法

を
探
っ
て
い
る
。

　

人
流
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
さ
ま
ざ
ま

な
条
件
で
何
万
回
も
試
行
さ
せ
る
と
、門
司

港
駅
周
辺
の
ま
ち
の
都
市
構
造（
道
路
や
建

物
配
置
）と
、都
市
構
造
に
依
拠
し
た
群
衆

の
流
れ
・
動
き
が
見
え
て
く
る
。
群
衆
の
動

き
も
、発
生
確
率
が
高
い
も
の
や
、低
い
も

の
が
判
明
す
る
。
発
生
確
率
が
高
い
群
衆

の
動
き
に
対
応
し
た
対
策
を
行
っ
た
結
果

も
再
現
で
き
る
。

都
市
の
恒
常
性
維
持
に
向
け
て

　

都
市
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、恒
常
性
を

維
持
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
う
。
恒
常
性
を

維
持
す
る
こ
と
が
、多
く
の
人
に
利
益
を
も

た
ら
す
か
ら
だ
。
近
年
、Ａ
Ｉ
を
使
う
こ
と

で
高
度
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に

な
っ
て
き
た
。
都
市
の
恒
常
性
を
維
持
し
て

い
く
た
め
に
は
、大
地
震
や
テ
ロ
、と
い
っ
た

発
生
確
率
が
低
い
も
の
の
、甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
す
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、で
き
る
だ
け
被
害
を
抑
え

る
想
定
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、都
市
は
恒
常
性
を
維
持
し
つ
つ
常

に
更
新
を
続
け
て
い
る
。
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
行
う
こ
と
で
、ま
ち
づ
く
り
に
よ
っ
て

生
じ
る
人
の
流
れ
の
変
化
な
ど
を
再
現
で

き
る
。
こ
の
再
現
を
も
と
に
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
を
構
想
す
る
と
い
っ
た
こ
と
も
可
能
に

な
る
。（
談
）

野田五十樹（のだ いつき）

国立研究開発法人産業技術総合研究
所人工知能研究センター総括研究主幹、
計算社会知能研究チーム チーム長。
NEC-産総研 人工知能連携研究室　
副室長。人工知能学会副会長。ロボカッ
プ国際委員会会長。

1992年京都大学大学院工学研究科
修了。通商産業省工業技術院 電子技
術総合研究所に入所後、改組を経て、現
職。東日本大震災発生直後、ホンダの自
動車通行データを利用して、利用可能な
道路とガソリンスタンドをグーグルマップに
表示する「通行実績情報」の前身、「通れ
たマップ」の開発を、中越沖地震の際に手
がけた。

門司海峡港花火大会の人流シミュレーション　赤色部分が渋滞に巻き込まれた人、緑色部分は通行できて
いる人を表す。人間を表す粒々は人工知能で、自分の判断で動いている
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ま
ち
を
育
て
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　

都
市
の
国
際
間
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、
都

市
の
魅
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な

競
争
の
中
に
あ
っ
て
は
、
逆
説
的
に
、
人
々
が

実
際
に
体
験
す
る
ミ
ク
ロ
な
ま
ち
の
魅
力
―
に

ぎ
わ
い
、
伝
統
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
安
全
性
・

防
災
、
食
事
・
買
い
物
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
環
境

な
ど
の
要
素
―
が
問
わ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

な
ら
ブ
ロ
ー
ド
ウ
ェ
イ
、
東
京
な
ら
丸
の
内
仲

通
り
や
新
虎
通
り
と
い
っ
た
エ
リ
ア
に
お
い
て
、

ま
ち
―
エ
リ
ア
固
有
の
魅
力
を
創
出
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
建
物
を
「
つ
く
る
」
だ
け
で

な
く
、
ま
ち
―
エ
リ
ア
を
「
育
て
る
」
こ
と
が

必
要
に
な
っ
て
い
る
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
以
下
、
エ
リ
マ
ネ
）

は
、
エ
リ
ア
の
関
係
者
が
絆
を
形
成
し
、
そ
の

エ
リ
ア
の
魅
力
創
出
や
価
値
向
上
、
課
題
解
決

に
向
け
て
共
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
、
及
び

そ
う
し
た
活
動
を
担
う
組
織
化
を
指
す
。

　

エ
リ
マ
ネ
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

が
信
頼
し
、
方
向
性
を
同
じ
く
し
、
互
い
に
利

益
を
得
ら
れ
る
互
酬
性
を
確
保
す
る
関
係
の
構

築
が
重
要
だ
。
こ
う
し
た
関
係
の
こ
と
を
「
社

会
関
係
資
本
」
と
呼
ぶ
。「
関
係
」
そ
の
も
の

を
「
資
本
」
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
だ
。

　

社
会
関
係
資
本
を
基
礎
づ
け
る
「
信
頼
」
は

社
会
の
複
雑
性
を
縮
減
す
る
機
能
を
持
つ
が
、

２
種
類
の
概
念
が
あ
る
。
一
つ
は
「
人
格
的
信

頼
」。
人
格
の
評
価
か
ら
形
成
さ
れ
る
信
頼
で
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
面
か
ら
考
え
る
と
継
続
性

の
点
で
課
題
が
あ
る
。
も
う
一
つ
は
「
シ
ス
テ

ム
的
信
頼
」。
シ
ス
テ
ム
的
信
頼
は
、
社
会
規
範

や
ル
ー
ル
と
い
っ
た
シ
ス
テ
ム
へ
の
信
頼
だ
。

魅
力
あ
る
都
市
空
間
を
創
出
す
る

横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授

視
点

論
点

小
林
重
敬
氏

信
頼
の
対
象
と
な
る
社
会
規
範
は
、「
あ
な
た
が

そ
れ
を
し
て
く
れ
た
ら
、
私
も
こ
れ
を
し
て
あ

げ
る
」
と
い
う
互
酬
性
を
繰
り
返
す
う
ち
に
形

成
さ
れ
て
い
く
。
抽
象
的
な
シ
ス
テ
ム
を
信
頼

す
る
と
い
う
面
で
、
未
来
志
向
と
い
わ
れ
る
。

　

エ
リ
マ
ネ
の
よ
う
に
、
多
様
な
関
係
者
が
協

力
し
、
複
雑
な
取
り
組
み
を
伴
う
営
み
に
お
い

て
は
、
シ
ス
テ
ム
的
信
頼
が
重
要
に
な
る
。
な

ぜ
な
ら
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
で
利
益
が
得
ら

れ
る
エ
リ
ア
で
あ
れ
ば
、
部
外
者
も
ル
ー
ル
を

守
る
よ
う
に
な
り
、
相
乗
的
に
エ
リ
ア
の
価
値

が
向
上
し
て
い
く
か
ら
だ
。
ま
た
、
利
益
だ
け

を
享
受
す
る
フ
リ
ー
ラ
イ
ダ
ー
を
出
さ
な
い
こ

と
に
も
繋
が
る
。

信
頼
関
係
か
ら
ま
ち
づ
く
り
が
進
ん
だ

大
丸
有

　

わ
が
国
で
エ
リ
マ
ネ
と
い
う
言
葉
が
実
際
の

ま
ち
づ
く
り
と
関
係
し
て
使
わ
れ
た
の
は
、

1
9
9
8
年
か
ら
の
大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽

町
（
大
丸
有
）
の
再
開
発
が
最
初
だ
ろ
う
。
大

丸
有
で
は
、
1
9
8
8
年
に
大
丸
有
地
区
再
開

発
計
画
推
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
、
ま
ち
づ
く

り
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
た
。
同
協
議
会
は
、

都
市
計
画
学
会
に
大
丸
有
の
ま
ち
づ
く
り
の
検

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
都
市
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
に
は
、世
界
か
ら
人
―
投
資
家
、ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
、

研
究
者
、観
光
客
―
を
呼
び
込
み
、経
済
活
動
を
活
発
に
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
。
人
々
を
惹
き
つ

け
る
の
は
、そ
の
都
市
の
エ
リ
ア
で
実
際
に
体
験
で
き
る
魅
力
―
文
化
や
景
観
、安
全
な
ど
の
要
素
―

だ
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
都
市
の
競
争
の
中
で
は
、都
市
を
構
成
す
る
エ
リ
ア
に
お
い
て
、魅
力
を
創
出
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
都
市
・
エ
リ
ア
の
魅
力
を
創
出
す
る
手
法
と
し
て
、エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、地
域
の
関
係
者
が
絆
を
築
き
、エ
リ
ア
の
価
値
向
上

や
課
題
解
決
を
図
っ
て
い
く
取
り
組
み
と
組
織
を
指
す
。
魅
力
的
な
都
市
空
間
を
つ
く
る
エ
リ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、小
林
重
敬
・
横
浜
国
立
大
学
名
誉
教
授
に
聞
い
た
。

―
ま
ち
を
育
て
る
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

討
を
依
頼
し
て
い
た
が
、
そ
こ
で
私
が
提
案
し
た

の
が
「
つ
く
る
時
代
か
ら
育
て
る
時
代
の
ま
ち
づ

く
り
」、
つ
ま
り
エ
リ
マ
ネ
だ
っ
た
。
こ
の
提
言

が
反
映
さ
れ
る
形
で
2
0
0
2
年
に
発
足
し
た

の
が
大
丸
有
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
協
会
だ
。

エ
リ
マ
ネ
協
会
は
大
丸
有
に
お
け
る
信
頼
関
係

の
構
築
と
ま
ち
育
て
の
活
動
を
担
っ
て
き
た
。

　

大
丸
有
は
三
菱
地
所
を
含
め
、
1
0
0
社
以

上
の
地
権
者
が
い
る
エ
リ
ア
だ
。
エ
リ
マ
ネ
を

進
め
る
に
は
、
エ
リ
ア
の
関
係
者
（
地
権
者
）

同
士
の
信
頼
関
係
を
築
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の

構
築
に
あ
た
っ
て
は
、
高
木
丈
太
郎
氏
、
福
澤

武
氏
を
は
じ
め
当
時
の
三
菱
地
所
の
ト
ッ
プ
が

関
係
者
に
大
丸
有
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
説
い
て
回
っ

た
こ
と
が
大
き
い
。
エ
リ
マ
ネ
協
会
の
設
立
時

に
は
未
加
入
の
地
権
者
も
い
た
が
、
後
に
は
全

員
が
加
入
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

エ
リ
マ
ネ
は
、
関
係
者
が
互
い
に
ル
ー
ル
を

守
り
、
互
酬
性
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
で
進
ん
で

い
く
。
大
丸
有
に
お
い
て
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
策
定
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
の
一
つ
が
、

個
々
の
ビ
ル
の
再
開
発
に
際
し
て
「
丸
の
内
仲

通
り
」
側
に
公
開
空
地
や
ア
ト
リ
ウ
ム
を
つ
く

る
こ
と
だ
。
地
権
者
が
こ
の
ル
ー
ル
に
協
力
し

た
た
め
、
再
開
発
が
進
む
に
つ
れ
て
丸
の
内
仲
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震
災
の
際
、
テ
ナ
ン
ト
の
事
業
継
続
だ
け
で
な

く
、
周
辺
住
民
に
対
し
て
も
安
心
・
安
全
を
提

供
し
、
公
共
的
な
役
割
を
担
っ
た
。

　

な
お
、
欧
米
の
B
I
D
は
、
エ
リ
マ
ネ
の
活

動
成
果
に
つ
い
て
公
表
し
、
そ
の
公
共
性
を
Ｐ

Ｒ
し
て
い
る
。
地
域
の
犯
罪
状
況
や
歩
行
者
通

行
量
の
推
移
な
ど
を
閲
覧
で
き
る
。
わ
が
国
の

エ
リ
マ
ネ
も
、
活
動
成
果
の
公
表
は
欠
か
せ
な

い
。
環
境
配
慮
や
防
災
性
な
ど
を
定
性
的
に
計

測
し
、
そ
の
効
用
を
示
し
て
い
く
こ
と
で
公
共

性
を
担
保
で
き
る
。

都
市
再
生
と
一
体
に
な
る
エ
リ
マ
ネ

　

B
I
D
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
T
I
F
制

度
と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
点
だ
。
T
I
F
（Tax 

Increm
ent Financing

）
と
は
、
自
治
体
の
資

金
調
達
の
一
種
だ
。
自
治
体
が
一
定
エ
リ
ア
を

選
定
し
、
同
エ
リ
ア
の
将
来
の
税
収
増
を
裏
付

け
と
し
た
債
券
を
発
行
す
る
仕
組
み
だ
。
将
来

の
税
収
増
を
債
券
の
裏
付
け
と
す
る
た
め
、
自

治
体
は
対
象
エ
リ
ア
に
公
共
投
資
を
行
っ
て
付

加
価
値
（
地
価
）
を
高
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
付
加
価
値
の
創
出
を
担
う
の
が
エ
リ
マ
ネ
組

通
り
は
に
ぎ
わ
い
が
増
し
、
景
観
の
向
上
と
い
っ

た
利
益
が
生
じ
て
い
る
。
い
ま
や
丸
の
内
仲
通

り
は
、
公
共
空
間
活
用
の
社
会
実
験
が
行
わ
れ

て
い
る
ほ
か
、
平
日・休
日
問
わ
ず
文
化・ス
ポ
ー

ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
地
権
者
が

互
い
を
信
頼
し
、
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
を
実

践
し
て
き
た
結
果
だ
。

公
共
性
を
担
っ
て
い
く
エ
リ
マ
ネ

　

ま
ち
の
魅
力
の
創
出
に
向
け
て
、
エ
リ
マ
ネ

に
か
か
る
期
待
は
大
き
い
。
推
進
に
あ
た
っ

て
は
、
エ
リ
マ
ネ
組
織
の
財
政
基
盤
に
注
目

す
る
必
要
が
あ
る
。
大
丸
有
で
は
、
屋
外
広

告
や
公
開
空
地
使
用
料
な
ど
を
元
に
エ
リ
マ

ネ
を
行
っ
て
い
る
が
、
全
国
の
エ
リ
マ
ネ
組

織
の
財
政
基
盤
は
決
し
て
盤
石
と
は
い
え
な
い
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
欧
米
の
エ
リ
マ
ネ

で
あ
る
B
I
D
だ
。
B
I
D
（B

usiness 

Im
provem

ent D
istrict

）
と
は
、
自
治
体

が
不
動
産
所
有
者
な
ど
か
ら
賦
課
金
を
徴
収
で

織
だ
。
米
国
で
は
B
I
D
（
エ
リ
マ
ネ
組
織
）

が
設
立
さ
れ
、
エ
リ
マ
ネ
の
実
施
が
固
ま
っ
た

地
域
に
対
し
て
T
I
F
が
実
施
さ
れ
る
。
B
I
D

は
行
政
の
ま
ち
づ
く
り
と
協
働
し
て
い
る
。

　

わ
が
国
で
も
、
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
よ

り
、
市
町
村
は
エ
リ
マ
ネ
組
織
を
「
都
市
再
生

推
進
法
人
」
に
指
定
で
き
る
。
都
市
再
生
推
進

法
人
は
、
国
・
市
町
村
の
支
援
や
融
資
な
ど
を

受
け
ら
れ
る
。
エ
リ
マ
ネ
の
公
共
性
を
担
保
す

る
意
味
で
、
エ
リ
マ
ネ
組
織
が
都
市
再
生
推
進

法
人
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
も
一
案
だ
ろ
う
。

わ
が
国
独
自
の
エ
リ
マ
ネ
推
進
に
向
け
て

　

わ
が
国
の
エ
リ
マ
ネ
は
、
欧
米
と
同
様
に
長

い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
例
え
ば
1
9
8
0
年

代
に
竣
工
し
た
「
大
阪
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
」
で
は
、

開
発
協
議
会
を
改
組
し
た
「
O
B
P
協
議
会
」
が
、

ま
ち
の
魅
力
を
創
出
し
て
い
く
活
動
を
30
年
以

上
に
わ
た
っ
て
実
践
し
て
い
る
。

　
ま
た
近
年
、
日
本
版
B
I
D
も
大
阪
で
始
ま
っ

た
。
2
0
1
3
年
に
開
業
し
た
大
阪
駅
前
の
複

合
施
設
「
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
」
で
は
、
大

阪
市
が
地
権
者
か
ら
ま
ち
づ
く
り
資
金
を
徴
収

し
、
エ
リ
マ
ネ
組
織
に
交
付
し
て
い
る
。

　

エ
リ
マ
ネ
は
、
い
ま
や
地
方
都
市
で
も
実
践

さ
れ
て
い
る
。
2
0
1
6
年
に
は
、「
全
国
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
設
立
さ

れ
、
現
時
点
で
全
国
33
組
織
が
参
加
し
て
い
る
。

情
報
交
換
や
世
界
の
エ
リ
マ
ネ
の
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
る
。
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
防
災
・

減
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
リ
マ
ネ
が
根
付
け
ば
、

わ
が
国
の
都
市
の
固
有
の
魅
力
は
世
界
か
ら
さ

ら
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。  （
談
）

横浜国立大学名誉教授。森記念財団
理事長。1966 年東京大学工学部都市
工学科卒業。1971 年東京大学大学
院工学研究科博士課程都市工学専攻修
了、工学博士（東京大学）。1973年横
浜国立大学工学部建築学科助教授。
1985年横浜国立大学工学部建築学科
教授。2000年横浜国立大学大学院工
学研究院教授。2008年東京都市大学
都市生活学部教授。横浜国立大学名
誉教授。日本都市計画学会会長、都市
住宅学会副会長、公益社団法人全国市
街地再開発協会理事長、NPO法人大手
町丸の内有楽町エリアメネジメント協会理
事長などを歴任。著作に『最新エリアマネ
ジメント－街を運営する民間組織と活動財
源』（2015年、学芸出版社）、『エリアマネ
ジメント―地区組織による計画と管理運営』

（2005年、学芸出版社）など多数。

横浜国立大学名誉教授
小林 重敬（こばやし  しげのり）

き
、
そ
れ
を
エ
リ
マ
ネ
組
織
（
N
P
O
）
に
提

供
し
て
エ
リ
マ
ネ
活
動
が
実
践
さ
れ
た
制
度
だ
。

米
国
で
は
州
法
や
市
条
例
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、

数
百
地
区
以
上
で
B
I
D
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。

　

B
I
D
の
大
き
な
特
徴
は
二
つ
あ
る
。
一
つ

は
、
エ
リ
マ
ネ
組
織
が
治
安
維
持
や
荒
廃
地
再

生
と
い
っ
た
公
共
領
域
で
活
動
し
て
お
り
、
公

共
性
が
高
い
こ
と
だ
。
こ
れ
を
根
拠
に
、
賦
課

制
度
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

仮
に
わ
が
国
で
も
賦
課
制
度
が
認
め
ら
れ
る

に
は
、
エ
リ
マ
ネ
が
公
共
領
域
を
担
う
こ
と
が

枢
要
だ
ろ
う
。
わ
が
国
の
エ
リ
マ
ネ
活
動
の
公

共
領
域
と
し
て
は
、「
環
境・エ
ネ
ル
ギ
ー
」や「
防

災
・
減
災
」
が
想
定
さ
れ
る
。
環
境
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
で
あ
れ
ば
、
エ
リ
マ
ネ
組
織
が
エ
リ

ア
の
環
境
配
慮
を
向
上
さ
せ
る
と
い
っ
た
こ
と

だ
。
例
え
ば
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
米
国
の

環
境
認
証
制
度
「
L
E
E
D　
Ｎ
Ｄ
」
の
取
得
は
、

機
関
投
資
家
の
E
S
G
投
資※

に
応
え
る
こ
と
で

投
資
を
誘
引
し
、
地
域
の
環
境
を
向
上
さ
せ
る
。

そ
の
公
共
性
は
高
い
。
防
災
・
減
災
の
分
野
で
も
、

エ
リ
マ
ネ
組
織
が
非
常
用
発
電
や
避
難
訓
練
な

ど
を
準
備
し
、
安
心
安
全
を
確
保
し
て
い
く
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
、
六
本
木

ヒ
ル
ズ
の
災
害
対
応
が
あ
る
。
非
常
用
発
電
を

整
備
し
て
き
た
六
本
木
ヒ
ル
ズ
は
、
東
日
本
大

※
主
に
機
関
投
資
家
の
投
資
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
、
環
境
：

Envirom
ent

、
社
会
：Social

、
統
治
：Governance

の
観

点
を
反
映
し
、
投
資
先
に
も
Ｅ
Ｓ
Ｇ
に
つ
い
て
取
り
組
む
よ
う

に
求
め
る
投
資
姿
勢

大丸有に関係する各社対抗で行われたスポーツイベント「大手町・丸の内・
有楽町 仲通り綱引き大会」
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野
崎 

歓 

（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
・
文
学
部
仏
文
科
教
授
）

早
稲
田
の
ま
ち
で
繰
り
拡
げ
る

作
家
夫
婦
の
物
語

久
松
静
児
監
督
「
愛
妻
記
」（
１
９
５
9
年
）

P h o t o
&

E s s a y

ま
ち
と
映
像
の
記
憶

作家夫婦を演じる司葉子（左）とフランキー堺（右）（写真提供：©東宝）

　

お
笑
い
タ
レ
ン
ト
の
又
吉
直
樹
が
小
説
家

に
転
身
し
、
大
変
な
人
気
を
呼
ん
で
い
る
。

そ
の
第
二
作
『
劇
場
』
は
、
し
が
な
い
演
劇

青
年
の
物
語
で
あ
る
。
な
か
な
か
成
功
を
得

ら
れ
な
い
彼
に
ひ
た
す
ら
尽
く
す
恋
人
の
姿

に
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
を
覚
え
た
。
こ
れ
は

か
つ
て
の
私
小
説
が
得
意
に
し
た
パ
タ
ー
ン

で
は
な
い
か
。太
宰
治
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
が
尾
崎
一
雄
だ
。
尾

崎
は
か
つ
て
、
貧
乏
作
家
の
夫
と
、
彼
を
献

身
的
に
支
え
る
妻
の
暮
ら
し
を
描
い
た
〝
芳

兵
衛
も
の
”
で
好
評
を
博
し
た
。
何
度
も
映

画
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
当
時
の
人
気

ぶ
り
が
う
か
が
え
る
。

　

尾
崎
の
小
説
を
読
む
と
、
奥
さ
ん
が
質
入

れ
の
品
に
困
っ
て
金
歯
を
売
り
に
行
っ
た

り
（『
暢
気
眼
鏡
』）、
知
人
か
ら
風
呂
桶
を

譲
ら
れ
た
は
い
い
が
狭
い
借
家
に
風
呂
場
が

な
く
、
玄
関
に
置
い
た
り
（『
玄
関
風
呂
』）

と
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
連
続
だ
。
子
ど
も

を
抱
え
、
実
際
の
暮
ら
し
は
さ
ぞ
か
し
大
変

だ
っ
た
ろ
う
が
、
映
画
に
な
る
と
す
べ
て
は

賑
や
か
で
愉
快
な
お
と
ぎ
話
に
一
変
す
る
。

と
り
わ
け
こ
の
『
愛
妻
記
』
の
場
合
、
上
品

な
お
嬢
様
育
ち
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
楚
々
と

し
た
司
葉
子
が
妻
・
芳
枝
を
演
じ
て
い
て
、

〝
芳
兵
衛
”
な
ど
と
い
う
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
が

似
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
逆
に
ユ
ー
モ
ラ
ス
な

味
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
夫
の
作
家
・
多

木
太
一
役
は
フ
ラ
ン
キ
ー
堺
だ
か
ら
、
楽
し

さ
い
っ
ぱ
い
の
貧
乏
暮
ら
し
な
の
だ
。

　

映
画
は
早
稲
田
の
大
隈
講
堂
を
写
し
た

シ
ョ
ッ
ト
か
ら
始
ま
る
。
以
降
、
尾
崎
一
雄

に
な
じ
み
の
早
稲
田
大
学
周
辺
が
物
語
の
舞
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て
ご
ち
そ
う
出
ん
の
ね
！
」「
あ
た
し
精
進

揚
げ
大
好
き
！
」
な
ど
と
た
わ
い
な
く
喜
ん

で
い
る
。
司
の
セ
リ
フ
回
し
が
屈
託
な
く
朗

ら
か
で
、
い
か
に
も
楽
し
ん
で
演
じ
て
い
る

感
じ
だ
。
た
だ
し
貧
乏
も
き
っ
ち
り
描
き
こ

ま
れ
て
お
り
、
冬
服
を
か
た
っ
ぱ
し
か
ら
質

入
れ
し
て
着
る
服
の
な
い
ま
ま
正
月
を
迎
え

た
芳
枝
が
、
風
邪
を
引
い
た
と
偽
っ
て
布
団

か
ら
出
ず
、
文
字
ど
お
り
の
寝
正
月
を
す
ご

す
あ
た
り
、
な
か
な
か
リ
ア
ル
な
困
窮
ぶ
り

で
あ
る
。
ち
な
み
に
正
月
に
な
る
と
、
下
宿

の
女
中
さ
ん
た
ち
が
み
な
髪
を
立
派
な
日
本

髪
に
結
っ
て
現
れ
る
。
戦
前
は
こ
ん
な
風

だ
っ
た
の
か
と
思
わ
さ
れ
る
。

　

戦
争
へ
と
向
か
う
世
の
中
の
流
れ
も
点
描

さ
れ
て
い
て
、
ひ
と
と
き
隆
盛
を
き
わ
め
た

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
が
す
っ
か
り
下
火
に

な
っ
て
し
ま
い
、「
マ
ル
ク
ス
ボ
ー
イ
」
が

「
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ー
イ
」
に
続
々
転
向
し
た

せ
い
で
雀
荘
が
大
は
や
り
と
い
う
展
開
も
あ

る
。
多
木
と
芳
枝
に
せ
よ
、
あ
る
い
は
藤
木

悠
の
演
じ
る
多
木
の
後
輩
と
白
川
由
美
の
演

じ
る
そ
の
恋
人
に
せ
よ
、
正
式
に
は
籍
を
入

れ
ず
に
夫
婦
に
な
っ
て
い
る
。
文
学
を
志
す

よ
う
な
青
年
た
ち
の
あ
い
だ
に
は
ま
だ
、
貧

乏
と
ひ
き
か
え
の
気
ま
ま
な
生
き
方
を
選
ぶ

余
地
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

多
木
と
芳
枝
が
、
下
宿
で
の
日
々
か
ら
少

し
ば
か
り
離
脱
し
て
新
鮮
な
空
気
を
胸
に
吸

い
こ
む
の
が
、
二
人
が
早
稲
田
の
丘
に
登
っ

て
語
り
あ
う
場
面
だ
。
都
内
が
一
望
で
き
、

西
の
方
角
に
は
雪
を
い
た
だ
い
た
富
士
山
ま

で
（
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
合
成
画
面
か
も
し
れ

な
い
が
）
く
っ
き
り
と
見
え
て
い
る
。
お
そ

ら
く
、
戸
山
公
園
内
の
築
山
で
撮
っ
た
シ
ー

ン
だ
ろ
う
。
通
称
〝
箱
根
山
”

と
い
わ
れ
る
こ
の
小
山
は
、
東

京
旧
市
内
で
最
も
標
高
が
高
い

場
所
だ
っ
た
。
か
つ
て
明
治
天

皇
が
戸
山
の
陸
軍
学
校
に
ご
臨

幸
の
際
に
は
必
ず
登
ら
れ
た
と

い
う
（
高
橋
庄
助
『
新
宿
区
史

跡
散
歩
』
に
よ
る
）。
そ
ん
な

有
難
み
を
知
っ
て
か
知
ら
ず

か
、
貧
乏
夫
婦
は
山
上
で
や
り

く
り
算
段
の
苦
労
か
ら
し
ば
し

野崎 歓（のざき　かん）
東京大学大学院人文社会系研究科・文学部仏文科教授
1981年、東京大学文学部仏文科卒業、1985年〜1989
年、フランス政府給費留学生としてパリ第3大学仏
文学科博士課程に留学、1989年、東京大学大学院人
文科学研究科仏語仏文学専攻博士課程中途退学。
主な著書:『ジャン・ルノワール　越境する映画』（青
土社）、『フランス小説の扉』（白水社）、『谷崎潤一郎と
異国の言語』（中公文庫）、『五感で味わうフランス文学』
（白水社）、『異邦の香り—ネルヴァル「東方紀行論」』（講
談社）、『フランス文学と愛』（講談社現代新書）、『翻訳教
育』（河出書房新社）、『アンドレ・バザン　映画を信じた
男』（春秋社）、『夢の共有—文学と翻訳と映画のはざま
で』（岩波書店）
●『ジャン・ルノワール　越境する映画』でサントリー
学芸賞、『赤ちゃん教育』で講談社エッセイ賞を受賞。『異
郷の香り』で読売文学賞を受賞。日本経済新聞、月刊誌
『すばる』、『花椿』、『キネマ旬報』、『芸術新潮』などで随
時映画評論を執筆。文芸誌への寄稿も多く、広く評論・
執筆活動を展開している。

解
き
放
た
れ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ひ
と
と

き
を
味
わ
う
の
で
あ
る
。
眺
め
は
現
在
で
は

様
変
わ
り
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
に

立
っ
て
将
来
を
語
ら
う
男
女
の
姿
は
い
ま
で

も
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

台
と
な
る
。
時
代
は
一
九
三
〇
年
代
半
ば
だ

ろ
う
か
。
多
木
の
住
む
の
は
お
も
に
学
生
を

相
手
に
す
る
下
宿
で
、
部
屋
に
は
ト
イ
レ
も

風
呂
も
な
い
。
だ
が
、
朝
も
晩
も
女
中
が
お

膳
を
運
ん
で
き
て
給
仕
ま
で
し
て
く
れ
る
の

だ
か
ら
、
今
の
目
で
見
る
と
旅
館
に
泊
ま
っ

て
い
る
よ
う
な
い
い
身
分
で
も
あ
る
。
多
木

と
の
下
宿
暮
ら
し
を
始
め
た
芳
枝
は
、
そ
ん

な
〝
も
て
な
し
”
に
感
激
し
て
、「
下
宿
っ
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⑤
『
新
技
術
（
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

等
）
の
活
用
に
よ
る
“
物
流
革
命
”』、
⑥
人
材
の

確
保
・
育
成
、
物
流
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

国
民
へ
の
啓
発
活
動
等
、
と
い
う
も
の
だ
。

物
流
機
能
の
集
約
が

生
産
性
を
向
上
さ
せ
る

　
「
物
流
の
生
産
性
向
上
」
と
は
、
物
流
全
体
に

か
か
る
負
荷（
労
働
投
入
量
）を
小
さ
く
し
つ
つ
、

稼
働
率
を
高
め
て
い
く
こ
と
、
物
流
企
業
・
人
が

適
正
な
付
加
価
値
を
得
て
い
く
こ
と
を
指
す
。
提

言
で
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
効
率
化
と

透
明
化
を
挙
げ
て
い
る
。
背
景
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
減
少
が
あ
る
。
物
流
の
現
場
を
支

デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト

最
前
線

え
る
人
材
を
確
保
し
て
い
く
に
は
、
効
率
化
と
透

明
性
の
向
上
に
よ
る
長
時
間
労
働
と
低
賃
金
の
改

善
が
欠
か
せ
な
い
。

　

労
働
力
の
減
少
が
予
想
さ
れ
る
一
方
、
ト
ラ
ッ

ク
の
輸
送
効
率
の
改
善
は
途
上
だ
。
１
９
９
０
年

代
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
積
載
効
率
は
５
０
％
弱
だ
っ

た
が
、
近
年
は
４
０
％
台
で
推
移
し
て
い
る
。
貨

物
１
運
送
あ
た
り
の
重
量
も
、
１
９
９
０
年
は
平

均
２
・
４
３
ト
ン
だ
っ
た
が
、
最
近
は
１
ト
ン
未

満
だ
。
ド
ラ
イ
バ
ー
が
減
少
す
れ
ば
、
現
在
の
物

流
量
は
維
持
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

生
産
性
向
上
に
資
す
る
物
流
施
設

　

生
産
性
向
上
に
は
、
物
流
拠
点
の
集
約
化
が
必

物
流
の
生
産
性
向
上
に
寄
与
す
る

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
取
り
組
み

物
流
の
生
産
性
向
上
に
よ
り

経
済
成
長
を
支
え
る

　
「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」
は
、
国
の
物
流
施
策

の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
示
す
中
期
計
画
だ
（
閣
議
決

定
）。
次
の
大
綱
は
２
０
１
７
年
度
～
２
０
２
０

年
度
と
な
っ
て
い
る
。
前
期
の
大
綱
か
ら
、
物
流

を
め
ぐ
る
社
会
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
。ま
ず
、

供
給
面
で
は
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
高
齢
化
と

労
働
力
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
る
。需
要
面
で
は
、

通
信
販
売
の
増
加
基
調
が
続
く
。
Ａ
Ｉ
・Ｉ
ｏ
Ｔ
・

ロ
ボ
ッ
ト
と
い
っ
た
新
技
術
の
活
用
も
進
み
つ
つ

あ
る
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
へ
の

対
応
や
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
へ
の
対
応
も
求
め
ら

れ
て
い
る
。地
球
環
境
問
題
へ
の
対
応
も
重
要
だ
。

　

物
流
を
め
ぐ
る
社
会
状
況
を
踏
ま
え
て
、「
総

合
物
流
施
策
大
綱
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
」は
、

「
物
流
の
生
産
性
向
上
に
よ
り
、
我
が
国
の
経
済

成
長
を
支
え
る
『
強
い
物
流
』
を
構
築
す
る
」
と

い
う
目
的
の
も
と
に
六
つ
の
提
言
を
行
っ
た
。
①

『
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
効
率
化
・
価
値
創

造
に
資
す
る
と
と
も
に
そ
れ
自
体
が
高
い
付
加
価

値
を
生
み
出
す
物
流
へ
の
変
革
』、
②
『
物
流
の

透
明
化
・
効
率
化
と
そ
れ
を
通
じ
た
働
き
方
改
革

の
実
現
』、
③
『
ス
ト
ッ
ク
効
果
発
現
等
の
イ
ン

フ
ラ
の
機
能
強
化
に
よ
る
効
率
的
な
物
流
の
実

現
』、
④
『
災
害
等
の
リ
ス
ク
・
地
球
環
境
問
題

に
対
応
す
る
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
物
流
の
構
築
』、

国
の
物
流
施
策
や
行
政
の
指
針
を
示
し
、
関
係
省
庁
の
連
携
に
よ
り
施
策
の
総
合
的
・
一
体
的
な
推
進
を
図
る

中
期
計
画
の
「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」
は
来
年
度
か
ら
次
期
計
画
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

次
期
の
大
綱
の
策
定
に
向
け
た
「
総
合
物
流
施
策
大
綱
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
」
は
６
月
に
提
言
を
ま
と
め
て
い
る
。

同
検
討
委
員
会
委
員
の
内
田
明
美
子
・
湯
浅
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
、

物
流
施
策
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
、
先
進
的
な
物
流
施
設
の
重
要
性
に
つ
い
て
聞
い
た
。

内田明美子（うちだはるこ）　
湯浅コンサルティング コンサルタント

1987 年慶應義塾大学経済学部卒業。
日本債券信用銀行（現 あおぞら銀行）
入行。産業調査部に配属され、流通、
物流ほかの業界調査を担当。1998 年
日通総合研究所入社。物流 ABC や在
庫管理に関わる調査研究、導入コン
サルティングなどに従事。2004 年 4
月より株式会社湯浅コンサルティン
グ コンサルタント。日本物流学会会
員。著書に『在庫管理の基本としく
みがよくわかる本』（2016 年、秀和
システム）など多数。

総
合
物
流
施
策
大
綱
に
関
す
る
有
識
者
検
討
会
委
員
、

湯
浅
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

物
流
施
策
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
、

先
進
的
な
物
流
施
設
の
重
要
性

内
田
明
美
子
氏
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要
だ
。
拠
点
が
増
え
れ
ば
、
輸
送
が
分
断
さ
れ
、

積
み
替
え
作
業
が
発
生
す
る
。
例
え
ば
、
食
品

の
物
流
で
は
、
食
品
メ
ー
カ
ー
の
独
自
倉
庫
か

ら
パ
レ
ッ
ト
単
位
（
１
・
１
立
方
メ
ー
ト
ル
）

で
卸
の
倉
庫
に
輸
送
し
、
卸
の
倉
庫
か
ら
箱
単

位
で
小
売
り
の
倉
庫
に
輸
送
す
る
と
い
っ
た
３

拠
点
が
あ
る
。
こ
の
３
拠
点
を
一
つ
の
物
流
施

設
に
集
約
で
き
れ
ば
、
作
業
と
設
備
の
重
複
を

減
ら
せ
る
。

　

先
進
的
な
物
流
施
設
に
は
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
に
お
け
る
複
数
拠
点
の
集
約
が
期
待
さ

れ
る
。
大
型
の
物
流
施
設
で
あ
れ
ば
、
保
管
に

加
え
、
流
通
加
工
（
検
品
・
タ
グ
付
け
・
包
装
・

梱
包
な
ど
）
も
行
え
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
の

到
着
に
合
わ
せ
て
積
み
込
む
べ
き
荷
物
を
揃
え

て
お
き
、
荷
積
み
・
荷
下
ろ
し
が
で
き
る
作
業

ス
ペ
ー
ス
も
重
要
だ
。
作
業
ス
ペ
ー
ス
が
広
け

れ
ば
、
パ
レ
ッ
ト
に
積
ん
だ
荷
物
を
待
機
さ
せ

て
、
ト
ラ
ッ
ク
が
着
き
次
第
積
み
込
め
る
。

　

倉
庫
作
業
で
人
手
を
要
す
る
の
は
、
物
品
の
選

実
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

物
流
拠
点
の
垂
直
統
合
（
メ
ー
カ
ー
・
卸
・

小
売
）
に
よ
る
集
約
は
こ
れ
か
ら
の
分
野
だ
。

今
後
、
ト
ラ
ッ
ク
不
足
（
輸
送
や
作
業
価
格
の

上
昇
）
に
よ
っ
て
、
荷
主
は
よ
り
生
産
性
の
向

上
を
求
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
必

然
的
に
共
通
・
効
率
的
な
基
盤
―
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー

が
手
が
け
る
よ
う
な
高
機
能
な
物
流
施
設
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。（
談
）

就
業
環
境
、防
災
、環
境
配
慮
を
意
識
し
た

「
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
高
槻
」

野
村
不
動
産

物
流
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
生
産
性
の
向
上
だ
。

物
流
政
策
の
方
向
性
を
示
す
国
土
交
通
省
の
「
総
合
物
流
施
策
大
綱
」
の
有
識
者
検
討
会
の
提
言
で
は
、「
物
流
の
生
産
性
向
上
」
を
大
目
的
と
す
る
。

提
言
で
は
、
物
流
の
効
率
化
だ
け
で
な
く
、
人
材
確
保
・
育
成
、
災
害
対
応
、
環
境
配
慮
、
そ
し
て
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
の
活
用
を
う
た
っ
て
い
る
。

物
流
の
生
産
性
の
向
上
に
寄
与
す
る
の
が
、
不
動
産
会
社
が
開
発
す
る
最
新
鋭
の
物
流
施
設
だ
。
速
達
性
を
実
現
す
る
立
地
だ
け
で
な
く
、

作
業
の
迅
速
化
を
実
現
す
る
た
め
の
動
線
の
整
備
、
作
業
に
関
わ
る
人
々
の
就
労
環
境
の
向
上
、
災
害
に
対
す
る
備
え
も
充
実
さ
せ
て
い
る
。

不
動
産
会
社
が
手
が
け
る
最
新
鋭
の
物
流
施
設
を
紹
介
す
る
。

び
出
し（
ピ
ッ
キ
ン
グ
）と
流
通
加
工
だ
。
近
年
、

通
販
企
業
な
ど
物
品
の
種
類
が
非
常
に
多
い
業
界

で
は
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
の
効
率
化
に
最
新
技
術
を
活

用
し
、
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
搭
載
し
た
機
器
の
導

入
が
進
む
。
わ
が
国
の
物
流
施
設
で
も
、
倉
庫
内

作
業
を
担
う
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
の
導
入
が
進
み
つ

つ
あ
る
。
例
え
ば
、
商
品
が
棚
ご
と
作
業
者
の
ほ

う
に
動
い
て
く
る
ロ
ボ
ッ
ト
や
、
今
日
出
荷
す
る

も
の
は
夜
中
の
う
ち
に
手
前
の
ほ
う
に
移
動
し
て

き
て
い
る
自
動
倉
庫
な
ど
、
動
態
的
管
理
が
現

生
産
性
向
上
を
意
識
し
た

「
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
高
槻
」

　

物
流
施
設
と
は
、
倉
庫
・
流
通
加
工
・
荷
捌
き

の
３
機
能
を
兼
ね
備
え
た
施
設
だ
。
２
０
０
７
年

か
ら
野
村
不
動
産
が
開
発
し
て
き
た
物
流
施
設

「
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
」
シ
リ
ー
ズ
計
13
物
件
は
、
物

流
の
生
産
性
向
上
を
意
識
し
た
施
設
だ
。
な
か
で

も
、
７
月
に
竣
工
を
迎
え
た
「
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
高

槻
」
は
、
細
部
に
わ
た
っ
て
生
産
性
向
上
を
意
識

し
た
。

　

ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
高
槻
は
、
大
阪
府
高
槻
市
の
近

畿
（
中
国
）
自
動
車
道・摂
津
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
６・

５
㎞
に
立
地
す
る
。
延
床
面
積
は
８
万
８
４
０
０

㎡
規
模
と
、
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
で
は
初
の

関
西
立
地
で
あ
り
、
最
大
規
模
と
な
る
。

　

物
流
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、
①
出
発

地
か
ら
目
的
地
の
時
間
距
離
、
②
発
送
か
ら
到
達

ま
で
に
発
生
す
る
作
業
時
間
、
と
い
う
二
つ
の
時

間
を
短
縮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
高
槻
は
、
①
出
発
地
か
ら
目
的

地
の
時
間
距
離
の
短
縮
に
優
れ
る
。
最
寄
り
の
摂

津
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
、
大
阪
・
奈
良
方
面
に
１
時
間

屋上部分に遮熱効果が見込める太陽光パネルを設置したランドポート高槻

弱
で
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
ま
た
、
約
９
㎞
離
れ
た

名
神
高
速
の
茨
木
Ｉ
Ｃ
か
ら
は
、
京
都
に
30
分

弱
、
神
戸
へ
も
１
時
間
強
で
着
け
る
。
ラ
ン
ド

ポ
ー
ト
高
槻
が
立
地
す
る
高
槻
市
は
、
大
阪
市
と

京
都
市
か
ら
と
も
に
約
20
㎞
圏
と
ほ
ぼ
中
間
だ
。

京
阪
神
大
都
市
圏
の
重
心
で
あ
り
、
電
子
機
器
の

工
場
が
集
中
す
る
エ
リ
ア
で
も
あ
る
。
大
消
費
地

へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
荷
主
に
と
っ
て
最
重
要
だ
。

ま
た
、
周
辺
の
電
気
機
器
メ
ー
カ
ー
の
工
場
か
ら

製
品
を
い
ち
は
や
く
集
約
保
管
で
き
る
利
点
も

あ
る
。

生
産
性
向
上
に
向
け
た

立
地
と
就
業
環
境

　

ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
高
槻
は
、
②
の
作
業
時
間
を
短

縮
す
る
こ
と
に
も
重
き
を
置
い
て
い
る
。
物
流
施

設
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
下
ろ
し
・
荷
積
み
作
業
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ラ
ッ
ク
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
上
り
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
を

駆
け
上
が
れ
る
よ
う
、
傾
斜
を
緩
や
か
に
す
る
た

め
に
螺
旋
半
径
を
大
き
く
し
た
。
上
り
ラ
ン
プ

ウ
ェ
イ
の
下
部
ス
ペ
ー
ス
も
余
す
こ
と
な
く
活
用

し
、
シ
ャ
ワ
ー
室
、
商
業
ス
ペ
ー
ス
、
非
常
用
備

蓄
庫
な
ど
を
配
置
し
て
い
る
。

環
境
配
慮
と
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
実
現
す
る

　

ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
高
槻
は
、全
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
や
、

ＣＯ２

削
減
に
資
す
る
自
転
車
通
勤
者
向
け
の
シ
ャ

の
効
率
化
が
求
め
ら

れ
る
。
こ
の
作
業
は
、

ド
ラ
イ
バ
ー
で
は
な

く
物
流
施
設
の
就
業

者
が
行
う
。
一
般
に
、

荷
下
ろ
し
に
は
30
分

程
度
か
か
る
と
言
わ

れ
る
。
物
流
施
設
に

人
手
が
な
け
れ
ば
、

遊
休
時
間
が
発
生

し
、
物
流
全
体
の
生

産
性
が
落
ち
て
し
ま

う
。
そ
の
た
め
、
テ

ナ
ン
ト
は
就
業
者
の

確
保
を
重
視
す
る
。

特
に
、
流
通
加
工
作

業
の
多
い
通
販
企
業

な
ど
の
場
合
、
多
く

の
パ
ー
ト
従
業
員
を

必
要
と
す
る
。

　

人
材
確
保
の
成
否

は
立
地
で
決
ま
る
。

そ
の
点
、
ラ
ン
ド

ポ
ー
ト
高
槻
は
、
徒

歩
圏
に
住
宅
街
が
あ

り
、バ
ス
も
１
時
間
に
８
便
と
、通
勤
し
や
す
い
。

竣
工
後
、
テ
ナ
ン
ト
で
は
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
野

村
不
動
産
に
対
し
て
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
高
槻
で
の

求
人
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る
と
い
う
。
人
材
確

保
の
し
や
す
さ
を
示
す
証
拠
だ
。
ま
た
、
就
業
環

境
の
向
上
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。「
ラ
ン
ド
ポ
ー

ト
高
槻
」
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
２
１
４
席
の
机
・

椅
子
は
す
べ
て
高
級
家
具
の
カ
ッ
シ
ー
ナ
の
も
の

だ
。
一
人
で
も
気
楽
に
座
れ
る
よ
う
に
８
人
掛
け

机
や
カ
ウ
ン
タ
ー
席
を
多
め
に
し
て
い
る
。
細

か
な
気
配
り
は
、
野
村
不
動
産
の
担
当
者
が
物

物
流
セ
ン
タ
ー（
物
流
施
設
）
を

プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
に
す
る

　

三
井
不
動
産
は
、
物
流
を
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
（
収
益
部
門
）
に
変
え
て
い
く
と
い
う
意
識

の
も
と
、
２
０
１
２
年
か
ら
物
流
施
設
を
開
発
し

て
き
た
。
２
０
１
６
年
に
は
「
と
も
に
、
つ
な
ぐ
。

と
も
に
、
う
み
だ
す
。」
と
い
う
事
業
ス
テ
ー
ト
メ

ン
ト
を
策
定
し
、
三
井
不
動
産
の
物
流
施
設
「
Ｍ

Ｆ
Ｌ
Ｐ
」
シ
リ
ー
ズ
は
現
在
15
施
設
に
の
ぼ
る
。
Ｍ

Ｆ
Ｌ
Ｐ
シ
リ
ー
ズ
の
旗
艦
物
件
が
、
２
０
１
６
年

10
月
に
竣
工
し
た
「
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
Ⅰ
」
だ
。
敷
地

面
積
４
万
２
０
０
０
㎡
、
延
床
面
積
19
万
８
０
０
０

㎡
、
地
上
８
階
建
て
、
フ
ロ
ア
面
積
約

６
０
０
０
坪
（
約
１
万
９
０
０
０
㎡
）
の
大
型
物
流

施
設
だ
。
フ
ロ
ア
は
幅
約
２
０
４
ｍ
、奥
行
１
１
８

ｍ
の
長
方
形
で
、
両
端
に
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
・
ラ

ウ
ン
ジ
が
あ
る
。

プ
ロ
フィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

物
流
施
設
「
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
Ⅰ
」

流
施
設
で
体
験
勤
務
を
し
て
編
み
出
し
た
も
の

だ
。
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
の
高
級
家
具
は
、
テ
ナ
ン
ト

の
業
務
に
も
役
立
つ
。就
業
者
を
採
用
す
る
際
に
、

働
き
や
す
い
イ
メ
ー
ジ
を
醸
成
で
き
る
か
ら
だ
。

効
率
向
上
を
実
現
す
る
ハ
ー
ド

　

野
村
不
動
産
の
工
夫
は
ハ
ー
ド
の
細
部
に
わ

た
る
。
地
上
５
階
建
て
の
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
高
槻
の

フ
ロ
ア
面
積
は
約
４
０
０
０
坪（
約
１・３
万
㎡
）。

多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
が
停
ま
れ
る
よ
う
、
幅
１
５
５

ｍ
、
奥
行
１
０
３
ｍ
と
幅
広
に
し
て
い
る
。
野
村

不
動
産
な
ら
で
は
の
こ
だ
わ
り
が
、
フ
ロ
ア
の
柱

の
配
置
を
11
ｍ
間
隔
に
し
た
こ
と
だ
。
物
流
で
使

う
１・１
ｍ
四
方
の
パ
レ
ッ
ト※

を
余
す
こ
と
な
く

置
け
る
よ
う
に
し
、
保
管
容
量
量
の
増
大
や
作
業

効
率
の
向
上
を
狙
っ
た
。
ま
た
、
フ
ロ
ア
両
端
に

は
事
務
所
ス
ペ
ー
ス
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
倉
庫

に
は
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
向
け
休
憩
室
も
備
え
た
。

　

ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
高
槻
は
、
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
シ

リ
ー
ズ
で
は
初
め
て
ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
を
備
え
た
。

ラ
ン
プ
ウ
ェ
イ
と
は
、
多
層
階
の
物
流
施
設
を
上

下
に
繋
ぐ
螺
旋
状
の
傾
斜
路
の
こ
と
。
野
村
不
動

産
の
こ
だ
わ
り
と
し
て
、
重
い
荷
物
を
載
せ
た
ト

三
井
不
動
産

ワ
ー
室
な
ど
が
評
価
さ
れ
、米
国
の
環
境
認
証「
Ｌ

Ｅ
Ｅ
Ｄ
」
を
取
得
予
定
だ
。
日
本
政
策
投
資
銀
行

の
環
境
評
価
制
度
で
も
最
高
認
証
を
得
た
。

　

ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
高
槻
は
、
72
時
間
対
応
の
非
常

用
発
電
機
も
備
え
る
。
建
物
も
免
震
構
造
だ
。
最

大
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
は
、
そ
の
立
地
だ
。
内
陸
に

位
置
す
る
ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
高
槻
は
、
南
海
ト
ラ

フ
地
震
で
津
波
が
発
生
し
て
も
浸
水
リ
ス
ク
は

極
め
て
小
さ
い
（
高
槻
市
は
津
波
被
害
を
想
定

し
て
い
な
い
）。
仮
に
大
地
震
が
発
生
し
て
も
、

ラ
ン
ド
ポ
ー
ト
は
「
陸
の
港
」
と
し
て
の
機
能

を
継
続
で
き
る
。

※
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
差
し
込
め
る
荷
台
の
こ
と
　
こ
の
荷
台

の
上
に
荷
物
を
置
く

1.5トンフォークリフトも稼働できる倉庫スペース

美しさだけでなく、目隠しの役割もある青いルーバーが特徴の MFLP 船橋Ⅰ

FORE105-12-15deve_.indd   14 2017/07/24   13:10



NO.10515

�

Future�
of �

Real Estate

�

通
行
で
荷
下
ろ
し
・
荷
積
み
の
バ
ー
ス（
作
業
場
）

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。
ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
の
待

機
場
も
19
台
分
用
意
し
た
こ
と
で
、
施
設
内
や

周
辺
の
渋
滞
を
防
ぎ
、
オ
ン
タ
イ
ム
で
荷
下
ろ

し
・
荷
積
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

就
業
者
が
物
流
の
生
産
性
を

向
上
さ
せ
る

　

ト
ラ
ッ
ク
の
荷
積
み
・
荷
下
ろ
し
は
物
流
施

設
で
働
く
就
業
者
が
行
う
。
業
種
に
よ
っ
て
は
、

荷
積
み
に
か
か
る
時
間
の
短
縮
が
求
め
ら
れ
る
。

通
販
や
ア
パ
レ
ル
企
業
の
場
合
、
検
品
・
包
装
・

梱
包
を
行
っ
た
商
品
を
い
ち
早
く
届
け
る
こ
と

が
、
付
加
価
値
に
な
る
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
物

流
セ
ン
タ
ー
を
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
に
し

て
い
く
際
の
成
否
を
握
る
。

　

物
流
施
設
内
の
作
業
、
と
く
に
流
通
加
工
作

業
は
、
人
手
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
。
採

用
ニ
ー
ズ
を
叶
え
る
の
も
立
地
だ
。
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ

船
橋
Ⅰ
は
、
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
南
船
橋
駅
か
ら
徒
歩

８
分
、
京
成
本
線
船
橋
競
馬
場
駅
徒
歩
15
分
に

立
地
す
る
。
徒
歩
７
分
に
は
「
ら
ら
ぽ
ー
と
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

－

Ｂ
Ａ
Ｙ
」
が
立
地
す
る
。
２
路
線
・

２
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
と
い
う
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
Ⅰ

の
立
地
は
、
人
材
採
用
の
面
で
こ
れ
以
上
望
め

な
い
場
所
に
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
物
流
施
設
は
、
高
速
道
路
か
ら
の

距
離
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
場
所
は
、
住
宅
地
や
鉄
道
駅
か
ら
遠
い
と
い

う
弱
点
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
工
場
・
倉
庫
街
は
、

飲
食
店
も
な
く
、
人
の
気
配
が
な
い
た
め
、
女

性
が
通
勤
し
づ
ら
い
。人
材
採
用
が
難
し
く
な
っ

て
し
ま
う
た
め
に
、
流
通
加
工
を
行
う
テ
ナ
ン

ト
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
Ⅰ
の
周
辺
は
住
宅
地

だ
け
で
な
く
、
ら
ら
ぽ
ー
と
が
あ
る
。
就
業
者

は
ラ
ン
チ
が
楽
し
め
る
だ
け
で
な
く
、
帰
り
が

け
に
買
い
物
も
で
き
る
。
ら
ら
ぽ
ー
と
の
営
業

時
間
が
最
長
22
時
半
の
た
め
、
深
夜
ま
で
人
の

気
配
が
あ
る
。
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
Ⅰ
の
テ
ナ
ン
ト

は
、「
駅
近
」、「
通
勤
で
買
い
物
が
で
き
る
」
と

求
人
広
告
に
書
き
込
め
る
た
め
、
評
価
は
高
い
。

就
業
者
向
け
に
は
二
つ
の
ラ
ウ
ン
ジ
、売
店
（
コ

ン
ビ
ニ
）、
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
や
カ
ー
シ
ェ
ア
も
あ

る
。
宅
配
ボ
ッ
ク
ス
は
、
就
業
者
が
仕
事
場
で

宅
配
便
を
受
け
取
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
だ
。

最
先
端
の
デ
ザ
イ
ン
・
設
備
を
完
備

　

Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
Ⅰ
は
、
海
に
面
し
た
「
Ｓ
Ｋ
Ｙ

（
空
）」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
青
い
ル
ー
バ
ー
で
覆
わ

れ
て
い
る
。
三
井
不
動
産
は
、
就
業
者
が
「
誇
り

を
持
っ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
」
よ
う
、
建
築
・

空
間
の
美
し
さ
に
こ
だ
わ
っ
た
。
就
業
者
専
用
エ

ン
ト
ラ
ン
ス
に
は
庇
を
設
け
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー

ル
に
は
オ
フ
ィ
ス
の
よ
う
に
磁
器
タ
イ
ル
を
使
っ

た
。

　

倉
庫
設
備
も
最
新
の
も
の
を
完
備
し
た
。
高
床

バ
ー
ス
は
１
フ
ロ
ア
あ
た
り
30
台
分
を
備
え
た
。

柱
は
10
・
２
ｍ
×
11
・
４
ｍ
間
隔
と
し
て
い
る
。

免
震
構
造
を
採
用
し
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
と
し
て
非
常

用
備
蓄
や
、
非
常
用
発
電
機
も
備
え
た
。
水
害
対

策
も
充
実
し
て
い
る
。
液
状
化
を
防
ぐ
地
盤
改
良

だ
け
で
な
く
、
防
潮
堤
を
上
回
る
海
水
面
プ
ラ
ス

５
・
７
ｍ
の
嵩
上
げ
を
行
っ
た
。
国
が
想
定
す
る

最
大
の
津
波
（
船
橋
市
の
津
波
高
は
最
大
３
ｍ
）

で
も
浸
水
し
な
い
可
能
性
が
高
い
。

次
世
代
の
物
流
施
設
に
向
け
て

　

Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
Ⅰ
に
は
、
物
流
業
務
の
新
技

術
を
展
示
す
る
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
「
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ 

Ｉ

Ｃ
Ｔ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
」（
約
１
３
０
㎡
）
が
９
月
に

オ
ー
プ
ン
す
る
。
三
井
不
動
産
は
、
物
流
業
務

の
効
率
化
・
省
力
化
に
向
け
た
新
技
術
を
荷
主

や
物
流
企
業
に
紹
介
し
、
労
働
力
不
足
に
対
す

る
解
決
策
を
と
も
に
考
え
て
い
く
。

　

展
示
第
一
弾
と
し
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

A
utoStore

社
が
開
発
し
た
次
世
代
型
ロ
ボ
ッ

ト
自
動
倉
庫「A

utoStore

」が
決
定
し
て
い
る
。

同
倉
庫
は
、
専
用
コ
ン
テ
ナ
を
三
次
元
・
高
密
度

に
収
納
し
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
コ
ン
テ
ナ
の
出
し
入
れ

を
行
う
。
倉
庫
内
作
業
に
お
い
て
大
幅
な
省
力
化

が
図
れ
る
。
日
本
で
も
数
社
が
導
入
し
て
お
り
、

注
目
度
は
高
い
。

　

三
井
不
動
産
は
、
自

社
の
物
流
施
設
に
物
流

業
務
を
効
率
化
す
る
新

技
術
を
設
置
し
た
上
で

賃
貸
す
る
こ
と
も
想
定

し
、
入
居
企
業
の
課
題

解
決
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
、
多
種
多
様
な
ヒ
ト
・

モ
ノ
・
コ
ト
を
つ
な
げ
、

既
存
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
価
値
づ
く
り
に
挑

戦
す
る
。

　

Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
Ⅰ
は
、
三
井
不
動
産
の
オ
フ
ィ

ス
・
商
業
施
設
の
開
発
ノ
ウ
ハ
ウ
が
余
す
こ
と
な

く
注
が
れ
た
。
結
果
と
し
て
、
物
流
施
設
と
し
て

は
異
例
の
竣
工
前
に
ほ
ぼ
満
室
と
な
っ
た
。
テ
ナ

ン
ト
に
よ
っ
て
は
物
流
機
能
を
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
Ⅰ

に
集
約
す
る
な
ど
、
プ
ロ
フ
ィ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
の

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
Ⅰ
の
最
大
の
強
み
・
特
色
は
そ

の
「
立
地
」
だ
。
Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
Ⅰ
は
、
最
寄
り

約
２・２
㎞
に
東
関
東
自
動
車
道
の
谷
津
船
橋
Ｉ
Ｃ

が
あ
り
、
約
３・３
㎞
に
京
葉
道
路
花
輪
Ｉ
Ｃ
が
あ

る
。
こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｃ
に
10
分
足
ら
ず
で
ア
ク
セ
ス

で
き
る
。
し
か
も
、今
後
開
通
予
定
の
高
谷
Ｊ
Ｃ

Ｔ
か
ら
外
環
道
も
使
え
る
。
都
心
部
を
約
30
分
、

首
都
圏
の
大
半
も
２
時
間
以
内
で
カ
バ
ー
で
き
る
。

　

Ｍ
Ｆ
Ｌ
Ｐ
船
橋
Ⅰ
は
、
施
設
内
も
ス
ム
ー
ズ
な

動
線
を
確
保
し
た
。
上
り
・
下
り
の
専
用
ラ
ン
プ

ウ
ェ
イ
（
螺
旋
状
の
傾
斜
路
）
に
よ
っ
て
、
一
方

高速道路 IC だけでなく物流施設としては駅至近の MFLP 船橋Ⅰ

ペッパーくんが出迎えるオフィスのようなMFLP 船橋Ⅰのエントランス
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え
ば
、
会
合
に
出
席
す
る
く
ら
い
で
、
特
に
何

か
行
動
し
て
い
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
傍

か
ら
見
れ
ば
、
あ
た
か
も
別
荘
に
通
って
い
る
よ

う
に
見
え
た
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
私
が
集
落
の

未
来
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
週

末
居
住
を
始
め
て
３
年
後
の
こ
と
で
し
た
。
以

前
に
比
べ
る
と
、
集
落
や
そ
の
周
辺
で
草
刈
り

が
行
き
届
い
て
い
な
い
場
所
や
、
明
ら
か
な
耕
作

放
棄
地
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
契
機

で
す
。
集
落
は
、
た
だ
で
さ
え
過
疎
と
高
齢
化

で
担
い
手
が
少
な
く
な
って
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
、
集
落
の
維
持
を
率
先
し
て
い
た
ご
意
見

番
が
物
故
し
、
張
って
い
た
気
持
ち
に
緩
み
が
生

じ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
猪
の
被
害
も
出

始
め
ま
し
た
。
猪
は
農
作
物
を
食
べ
る
だ
け
で

な
く
、一晩
で
田
畑
に
重
機
で
掘
っ
た
よ
う
な
穴

を
空
け
、
土
手
を
崩
し
、
大
き
な
石
や
岩
を
も

散
乱
さ
せ
ま
す
。
猪
の
空
け
た
穴
や
壊
れ
た
土

手
は
簡
単
に
は
直
せ
ま
せ
ん
。
失
意
の
う
ち
に

農
業
を
辞
め
る
人
も
出
て
き
ま
し
た
。
猪
は
農

地
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
フ
ラ
に
も
打
撃
を
加
え

ま
す
。
猪
が
道
路
の
法
面
を
掘
り
返
す
た
め
、

土
留
め
が
効
か
な
く
な
っ
て
土
砂
崩
れ
が
起
き

る
の
で
す
。
道
が
塞
が
れ
ば
集
落
の
人
は
重
機

を
使
っ
て
直
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
猪
を
防
ぐ

た
め
の
柵
の
設
置
や
捕
獲
も
、
集
落
で
は
手
弁

当
で
行
う
の
で
す
。

　

集
落
の
維
持
に
は
労
力
が
必
要
で
す
。
私
よ

り
は
る
か
に
年
配
の
方
々
が
活
躍
す
る
中
で
、

私
は
こ
れ
か
ら
集
落
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
べ
き

か
、
自
問
自
答
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
悩

む
中
で
始
め
た
の
が
、
三
芳
地
区
の
生
活
を
多

く
の
人
に
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
う
活
動
で
す
。

ゆ
く
ゆ
く
は
里
山
の
維
持
を
担
って
い
く
「
仲
間
」

に
な
って
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
、
2
0
1
1
年
に

は
わ
が
家
の
農
地
管
理
を
支
援
し
て
く
れ
て
い
る

近
い
ぶ
ん
、
土
地
価
格
が
高
い
。
結
局
、
私
に

と
っ
て
週
末
居
住
に
最
適
な
場
所
は
千
葉
県
で

し
た
。
房
総
半
島
は
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の
お
か
げ
で

時
間
距
離
が
縮
ま
り
、
渋
滞
も
そ
れ
ほ
ど
ひ
ど

く
あ
り
ま
せ
ん
。
何
よ
り
豊
か
な
自
然
が
残
り
、

土
地
価
格
も
現
実
的
で
す
。

　

房
総
半
島
で
巡
り
合
っ
た
の
が
、
美
し
い
里

山
の
風
景
が
残
る
南
房
総
市
三
芳
地
区
（
旧
三

芳
村
）
の
集
落
に
あ
る
古
家
付
き
の
土
地
で
し

た
。
広
大
な
敷
地
は
東
京
ド
ー
ム
の
半
分
程
、

約
8
7
0
0
坪
も
あ
り
ま
す
。
東
京
か
ら
約

１
時
間
半
で
着
く
こ
の
土
地
を
、
高
級
車
一
台

分
程
度
の
価
格
で
取
得
で
き
た
こ
と
は
幸
運
で

し
た
。
こ
の
土
地
は
住
宅
と
山
林
、
そ
し
て

2
9
0
0
坪
が
農
地
で
す
。
農
地
は
、
農
家
で

な
け
れ
ば
取
得
で
き
ま
せ
ん
。
悩
ん
だ
末
、
農

地
部
分
に
つい
て
は
仮
登
記
を
行
い
、
紹
介
さ
れ

た
地
元
の
農
家
の
方
の
協
力
を
得
て
、
農
地
管

理
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

二
地
域
居
住
を
契
機
に

地
域
に
関
わ
る

　

南
房
総
市
は
温
暖
で
湿
潤
の
た
め
、
雑
草
や

竹
が
勢
い
よ
く
茂
り
ま
す
。
春
夏
秋
は
毎
週
草

刈
り
に
追
わ
れ
ま
す
。
敷
地
内
を
刈
り
終
わ
る

に
は
２
週
間
は
か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
間
に
ま
た

草
が
伸
び
て
き
ま
す
。
二
地
域
居
住
で
気
づい
た

の
が
、
集
落
で
は
き
ち
ん
と
草
が
刈
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
美
し
い
里
山
の
風
景
は
、
住
む
人
た
ち

の
日
々
の
草
刈
り
が
つ
く
って
い
る
こ
と
に
気
づ
か

さ
れ
ま
す
。
週
末
居
住
で
あ
っ
て
も
、
草
刈
り

は
集
落
に
住
む
上
で
欠
か
せ
な
い
役
割
で
す
。

　

二
地
域
居
住
を
始
め
た
頃
は
、
金
曜
日
の
夜

に
東
京
を
出
発
し
、
土
曜
日
の
朝
か
ら
子
ど
も

た
ち
と
の
自
然
体
験
や
、
農
地
の
管
理
に
追
わ

れ
て
い
ま
し
た
（
農
家
の
認
定
を
得
ら
れ
た
の
は

２
年
後
の
こ
と
で
す
）。
集
落
と
の
関
わ
り
と
言

二地域居住の実践と
地域の持続可能性

都市住民が農山漁村地域※にも生活拠点を持つ「二地域居住」。都
市部にはないライフスタイルを実現できるとして、近年、若年層が実践
し始めている。若年層が地域に関わることで、活力や賑わいが創出さ
れつつある地域もある。国土交通省の国土づくりヴィジョン「国土の
グランドデザイン２０５０～対流促進型国土の形成～」は、地域の活
性化に向けて「田舎暮らしの促進による地方への人の流れの創出」を
うたう。東京都世田谷区と千葉県南房総市を週末に行き来し二地
域居住を実践するNPO法人南房総リパブリック理事長・馬場未織
氏に、二地域居住と地域の持続可能性について聞いた。
※農村、山村、漁村の総称

自
然
体
験
の
た
め
に
始
め
た

二
地
域
居
住

　

私
が
世
田
谷
区
と
南
房
総
市
の
二
地
域
居
住

を
始
め
た
の
は
2
0
0
7
年
の
初
春
か
ら
で
し

た
。
き
っ
か
け
は
、
虫
好
き
の
長
男
に
自
然
体

験
を
叶
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
す
。

夫
婦
と
も
東
京
出
身
の
都
市
生
活
者
だ
か
ら
こ

そ
、
自
然
に
触
れ
た
い
思
い
が
強
か
っ
た
こ
と
も

理
由
で
す
。

　

週
末
居
住
の
実
践
で
大
事
な
こ
と
は
、
自
宅

か
ら
の
時
間
距
離
で
す
。
毎
週
片
道
２
時
間
を

超
え
て
運
転
す
る
の
は
疲
れ
ま
す
。
す
る
と
、

長
野
県
は
環
境
が
抜
群
で
も
、
通
う
に
は
遠
い
。

山
梨
県
も
週
末
は
渋
滞
が
あ
り
、
時
間
距
離

が
延
び
て
し
ま
い
ま
す
。
神
奈
川
県
は
距
離
が

 美しい里山風景を望む（三芳地区のわが家の西側のデッキから）

特集レポート

ＮＰＯ法人南房総リパブリック理事長 馬場未織氏

プロフィール

馬場未織（ばばみおり）
NPO 法人南房総リパブリック理事長
1973 年東京都生まれ。1996 年日
本 女 子 大 学 家 政 学 部 住 居 学 科 卒。
1998 年同大学大学院修了後、千葉
学建築計画事務所入社。同事務所退
社後、建築ライターを務める。2007
年より二地域居住を実践。2012 年
に NPO 法人南房総リパブリックを
設立し、理事長を務める。
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市
職
員
、
旧
知
の
建
築
家
な
ど
と
と
も
に
任
意

団
体
を
設
立
し
ま
し
た
。
翌
2
0
1
2
年
に
は

N
P
O
法
人
化
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

都
市
と
地
域
に
対
流
を
生
む

二
地
域
居
住

　

N
P
O
法
人
「
南
房
総
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
の
現

在
の
活
動
は
大
き
く
四
つ
に
分
か
れ
ま
す
。
子
ど

も
と
大
人
が
共
に
自
然
を
体
験
す
る
「
里
山
学

校
」、食
の
二
地
域
交
流
イ
ベン
ト
「
M
E
E
T
S

南
房
総
」、
南
房
総
市
と
共
に
行
う
「
空
き

家
調
査
・
空
き
公
共
施
設
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」。
そ
し
て
昨
年
か
ら
開
始
し
た
、「
南
房
総 

D
I
Y
エコ
リ
ノ
ベ・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
」
で
す
。
こ

の
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
は
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
断
熱
改

修
を
実
践
し
て
い
く
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
す
。
対

象
案
件
は
、「
隙
間
風
が
通
り
、冬
が
寒
す
ぎ
る
」

と
い
う
古
い
日
本
家
屋
。
初
回
の
舞
台
は
古
民

家
を
使
っ
た
幼
稚
園
で
、
2
回
目
の
今
年
は
三

芳
の
わ
が
家
で
し
た
。
断
熱
改
修
の
専
門
家
を

招
い
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
に
は
、
南
房
総
の
み
な
ら

ず
全
国
の
二
地
域
居
住
者
・
移
住
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。
地
元
に
楽
し
く
貢
献
で
き
る
だ
け
で

な
く
、
同
じ
課
題
を
抱
え
る
他
の
地
域
の
人
た

ち
と
も
こ
の
知
見
を
共
有
で
き
る
、
と
い
う
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

　

N
P
O
の
活
動
を
続
け
る
中
で
、
二
地
域
居

住
者
は
、
都
市
と
地
域
に
対
流
を
起
こ
せ
る
存

在
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
里
山
学

校
や
三
芳
つ
く
る
ハ
ウ
ス
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開

催
す
る
う
ち
に
、
毎
週
の
よ
う
に
三
芳
地
区
に
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編集後記

　7月に入ると気温も上がり、夏らしい気候になってきました。外出をすると汗だくになり、
家に帰宅すればエアコンをつける人が多くなってきたのではないかと思います。しかし、エ
アコンをつけると快適に過ごせますが、温度変化に対応できず、体調を崩す人もいます。暑
い夏は、アイスクリーム、スイカ、そうめん、冷たい麦茶など、体を冷やしたくなりますが、こ
こで敢えて温かいものを食べるのも体にとっては大事なことかもしれません。
暑い国に住む人は、熱い飲み物で汗を出し、体温を下げていると聞きました。体を労りなが
らこの夏を楽しみたいものです。(Ｗ)

通
っ
て
く
れ
る
人
が
出
て
き
ま
し
た
。
三
芳
地

区
に
住
ん
で
は
い
な
い
け
れ
ど
、
草
刈
り
に
参
加

し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
南
房
総
市

の
空
き
古
民
家
を
購
入
し
、
修
繕
し
な
が
ら
二

地
域
居
住
を
始
め
る
人
も
出
て
き
ま
し
た
。
度

合
い
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
け
れ
ど
、
都
市
を
本
拠

に
し
な
が
ら
、
南
房
総
エ
リ
ア
に
関
わ
っ
て
く
れ

ま
す
。
農
山
漁
村
を
持
続
可
能
た
ら
し
め
る
た

め
に
は
、
関
わ
る
人
の
総
量
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
こ
そ
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
都
会
に
本
拠
を
置
く
か
ら
こ
そ
、
農

山
漁
村
に
新
し
い
視
点
や
発
見
を
持
ち
込
め
ま

す
。
例
え
ば
、
私
を
含
め
地
元
に
暮
ら
す
人
た

ち
は
、
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る
こ
と
が
理
由
で

古
家
の
断
熱
を
諦
め
て
い
ま
し
た
が
、
プ
ロ
の

知
恵
を
借
り
れ
ば
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
断
熱
改

修
が
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
私
が
東
京
で
断
熱
改
修
の
プ
ロ
に
会
わ
な

け
れ
ば
、
古
家
の
断
熱
改
修
は
実
現
し
て
い
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。

柔
ら
か
く
受
け
入
れ
る
よ
う
に
なった

農
山
漁
村

　

三
芳
地
区
だ
け
で
な
く
、
南
房
総
市
で
は
過

疎
化
が
依
然
と
し
て
進
ん
で
い
ま
す
。
過
疎
化

に
伴
い
、
空
き
家
も
発
生
し
続
け
て
い
ま
す
。

空
き
家
の
発
生
は
、
維
持
管
理
の
担
い
手
の
減
少

を
意
味
し
ま
す
。
耕
作
や
草
刈
り
を
し
な
い
農

地
や
山
林
は
、
野
生
に
戻
って
し
ま
い
ま
す
。

　

過
疎
化
を
防
ぐ
に
は
、
高
齢
者
が
自
宅
か
ら

買
い
物
や
病
院
に
通
え
る
公
共
交
通
の
重
要
性

を
実
感
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
高
齢
者
が
転
居

し
て
し
ま
え
ば
、
空
き
家
は
発
生
し
ま
す
。

　

私
は
、
こ
う
し
た
空
き
家
を
二
地
域
居
住
者

向
け
に
活
用
す
る
の
も
有
効
な
方
策
の
ひ
と
つ

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
空
き
家
所
有
者
の
多
く

は
「
子
孫
の
た
め
に
残
し
た
い
」
と
し
て
、
そ

の
ま
ま
に
し
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

管
理
不
全
の
空
き
家
は
、
結
局
は
使
用
不
能
に

な
って
し
ま
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
所
有
者
の
意

向
を
無
視
し
て
、
新
し
い
住
民
を
お
い
そ
れ
と

入
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
家
や
集
落
に
は
、
そ
れ
を

維
持
し
て
き
た
先
人
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
先

人
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
農
山
漁
村
を
持
続
可

能
な
も
の
に
す
る
た
め
、
新
た
な
担
い
手
を
受

け
入
れ
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
は
、
地
元
側
に

も
二
地
域
居
住
者
側
に
も
、
他
者
を
想
像
す
る

努
力
が
必
要
で
す
。

　

私
が
二
地
域
居
住
を
始
め
た
頃
、
三
芳
地
区

の
集
落
に
は
、
地
域
の
ル
ー
ル
を
守
ら
せ
よ
う
と

い
う
力
が
ま
だ
残
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
い
ま

は
、
新
た
な
担
い
手
を
柔
ら
か
く
受
け
入
れ
る

よ
う
に
な
って
い
ま
す
。
私
は
、
二
地
域
居
住
者

の
先
駆
者
と
し
て
、
南
房
総
の
集
落
の
実
態
を

発
信
し
つつ
、
都
会
か
ら
の
担
い
手
を
三
芳
地
区

に
紹
介
し
て
い
く
「
取
り
持
ち
役
」
を
務
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。（
談
）

古民家を使った保育園を断熱改修する
ワークショップ

近所に設置された猪捕獲のための罠
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深川八幡祭りは、「江戸三大祭り」の

一つに数えられている。

「わっしょい」「わっしょい」の伝統的な掛け声と、

「水掛け祭り」の別名通り、

沿道の観衆から担ぎ手に清めの水が浴びせられ、

担ぎ手と観衆が一体となる。
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